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令和５年６月２１日６月三次市議会定例会を開議した。 

１ 出席議員は次のとおりである（２２名） 

 

２ 欠席議員は次のとおりである（２名） 

 

３ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２４名） 

 

４ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名（５名） 

 

事 務 局 長  児 玉   隆        次    長  石 田 和 也 

議 事 係 長  原   仁 彦        政務調査係長  福 間 友 紀 

政務調査主査  脇 坂 由 美 

市    長  福 岡 誠 志        副  市  長  堂 本 昌 二 

副  市  長  堀 川   亮        総 務 部 長  細 美   健 

経営企画部長  笹 岡 潔 史        地域振興部長  矢 野 美由紀 

市 民 部 長  上 谷 一 巳        福祉保健部長  立 花 周 治 

                       市 民 病 院 部 子育て支援部長  松 長 真由美                片 岡 光 子 
                       事 務 部 長 
産業振興部長         中 廣   晋        建 設 部 長  加 藤 伸 司 
併農業委員会事務局長 

危 機 管 理 監  山 田 大 平        情 報 政 策 監  東 山 裕 徳 

教  育  長  迫 田 隆 範        教 育 次 長  宮 脇 有 子 

君 田 支 所 長  影 山 敬 二        布 野 支 所 長  才 田 申 士 

作 木 支 所 長  坂 田 保 彦        吉 舎 支 所 長  畑 中 幸 治 

三良坂支所長  明 賀 克 博        三 和 支 所 長  細 美 寿 彦 

                       監査事務局長 甲 奴 支 所 長  秋 山 和 宏                濵 口   勉 
                       併選挙管理委員会事務局長 

13番 横 光 春 市    19番 大 森 俊 和 

１番 伊 藤 芳 則    ２番 山 田 真一郎    ３番 増 田 誠 宏 

４番 徳 岡 真 紀    ５番 掛 田 勝 彦    ６番 中 原 秀 樹 

７番 月 橋 寿 文    ８番 重 信 好 範    ９番 山 村 惠美子 

10番 宍 戸   稔    11番 新 田 真 一    12番 藤 岡 一 弘 

14番 鈴 木 深由希    15番 黒 木 靖 治    16番 藤 井 憲一郎 

17番 弓 掛   元    18番 保 実   治    20番 竹 原 孝 剛 

21番 齊 木   亨    22番 杉 原 利 明    23番 新 家 良 和 

24番 小 田 伸 次 
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５ 会議に付した事件は次のとおりである 

 

日程番号 議案番号 件                名 

第 １  

一 般 質 問 

 齊 木   亨 

 新 田 真 一 

 山 田 真一郎 

 重 信 好 範 

 保 実   治 
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令和５年６月三次市議会定例会議事日程（第４号） 

 

（令和５年６月21日） 

 

日程番号 議案番号 件                名 

第 １  

一 般 質 問 

 齊 木   亨…………………………………………………………217 

 新 田 真 一…………………………………………………………231 

 山 田 真一郎…………………………………………………………242 

 重 信 好 範…………………………………………………………261 

 保 実   治…………………………………………………………275 



 

－216－ 

 



 

－217－ 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

            ――開議 午前 ９時３０分―― 

○議長（山村惠美子君） 皆さん、おはようございます。 

 傍聴者の皆様及び視聴者の皆様には、お越し、または御視聴いただき、誠にありがとうござ

います。 

 本日は一般質問の３日目を行います。 

 ただいまの出席議員数は22人であります。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議録署名者として、新家議員及び小田議員を指名いたします。 

 この際、御報告をいたします。本日の会議の欠席者として、大森議員、横光議員から一身上

の都合により欠席する旨、届出がありました。 

 次に、本日の一般質問に当たり、保実議員、新田議員から資料を画面表示したい旨、事前に

申出がありましたので、これを許可しております。なお、資料の内容については、事前にタブ

レットにデータを掲載、傍聴の方には紙資料でお示ししております。以上で報告を終わります。 

 また、暑いと思われる方は適宜上着をお取りください。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１ 一般質問 

○議長（山村惠美子君） 日程第１、これより一般質問を行います。 

 順次質問を許します。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 皆さん、おはようございます。一般質問最終日の最初の質問を行います。

真正会の齊木亨です。 

 １番目の質問としまして、野生猿の生態調査と被害対策ということで質問を進めさせていた

だきます。これは作木町内に限らず、三次市内でも少しずつ猿の被害というのがあるようでご

ざいます。今のところ、作木町内のほうが猿の被害がかなり顕著に見られるということで、そ

の方面での生息調査、そういうものの話をさせていただきます。作木町内の江の川流域には、

10年以上前から、対岸の島根県邑南町から橋が何本かかかっております。その橋を使って野生

猿が移動してきまして、一部は住みついて、流域の山中だけでなく点在する地区の集落を移動

しながら出没して、農家が畑で丹精込めて育てた野菜や果物等を求めて、その時期を狙って地

域内に出没しております。本来は山で餌がなくなった時点で、餌を求めて集落に出てくるんだ

と思いますが、作木町に６年前に、市の補助で猿の捕獲おりを設置していただいたところ、こ

れまで１年置きぐらいに数頭ずつ捕獲してきております。中に入る猿というのは、ボス猿が支

配しているグループの若い雌がほとんどです。一度、その群れの猿が捕獲されますと、その様

子を周りの山から連れの猿は見ておりまして、しばらくそのおりには近寄らないようになりま
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す。出没する群れは、今のところ通行する人や車にはねられたとか、そういう被害は出てない

ようですが、過去、何匹かが車にはねられております。また、その道路を通学する小学生や中

学生、これも話を聞きますと、威嚇されたとかいう情報はまだ聞いておりません。最近、私も

見かけるのが、出没しているときに道路付近の木の上や電話線に乗っかったりして、人の行動、

車の動きを見ておったり、道端に出てきても、車や人が来ても慌てて逃げる様子もなく、ゆっ

くりと山に入っていきます。 

 町内には特産の梨生産者が２地区ありますけれども、そのうちの森山地区の梨園の猿被害に

ついては近年増えておるように聞きます。昨年は集団で来まして、大きな被害が出たと聞きま

す。果樹園に侵入してきたときに、群れの数にもよりますが、気がつくまでにかなりの梨の食

害がありまして、気がついた生産者が花火を持って追いかけることもありました。猿を山の中

まで追いかけることによって、しばらくその後の被害はないということで、追いかけについて

はかなりの効果があるものと聞かせていただきました。現在、被害を受ける町内の中地区から

下地区、３地区ありますけど、その２地区を中心に、各農家が野菜をそれぞれ作っておられま

す。その食害がかなり出ておりますので、その被害の実態を明らかにするために、野生猿によ

る被害情報、それを各地区において調査して、被害額を整理していただきたいと考えますが、

いかがかお伺いします。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣産業振興部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 本市の有害鳥獣による農業被害額につ

きましては、主に農業共済組合への被害報告を基に算出しております。猿による農業被害額は、

農業共済組合には被害報告がありませんでしたけど、作木町で果樹を生産している法人への聞

き取りによりますと、令和２年度に被害があったという報告を受けております。また、個別の

家庭菜園などでの被害報告、こういったものは届出がございませんので把握はしておりません。

今後、被害状況等の把握につきましては、支所でありますとか駆除班、そういったところと協

議をして検討していきたいというふうに思います。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 農家の皆さんは取られたという話はされるんですけど、表立っての被害

額というのは確かになかなか言われておらんように思います。それぞれ被害を受ける地区に、

森山地区に２つグループ、44人がＬＩＮＥを使いまして、猿を発見すると、その数や移動の方

向を連絡し合う情報網というものを今構築されておられて、私もどっちのＬＩＮＥにも加入さ

せてもらっていますけども、その出没情報というものを皆さんが把握されて、猿が来るぞとい

うような情報を、取りあえず皆さんは猿情報を調べております。しかし、その情報を聞いても

効果的な追い払いができてないので、いつ来るか、大体待ちよるときは猿は出てきません。人
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が目を離した途端に来るんです。そういうときにできれば早く気がついて、花火などを使って

追い払いをすればいいんですが、これまで各農家というのは、自分の畑をネットで囲んだり、

それから電気を使った防護柵というので一部は対処してこられておりますけども、以前、作木

町内で猿の撃退の専門家を招いて研修会をしたこともあります。その方に効果的な猿の防護柵、

そういうものを聞かせていただきましたけども、今はその当時聞いた話よりはまた違う防護柵

を使っておられるので、これという防護柵はなかなか決まったものはありません。そういうこ

とで、新しい情報を基に、効果的な防護柵、それから追い払いの対策を紹介するような研修会

等を開催していただけないか、お伺いします。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 猿の被害対策につきましては、防護柵

の設置等による侵入防止対策、農作物の残渣の除去や放任果樹の伐採等の環境改善、ロケット

花火や爆竹等を用いた追い払いに集落ぐるみで取り組むことが効果的であります。専門家を招

へいして、被害地の現状を確認した上で、研修会等の開催を検討していきたいというふうに考

えています。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 聞いたのが十数年前ですので、皆さんも対策はどういうのかを忘れてお

られる方もおられます。新しいそういう対応する方策がありましたら、ぜひ聞かせていただき

たいと思います。猿の追い払いというのは、一番大事なのは、皆さんが集団で追い払いをする、

ロケット花火なりを持って追いかけていくということが、今のところ一番効果的ではないかと

思うんですが、なんせ今、被害を受ける方の状況を見ますと、かなり高齢化されて、八十、九

十の女性の方が多いです。若い人は外へ働きに出られたということで、そういう高齢の方が対

応できるような追い払いというのも検討しないといけないかと思います。有害鳥獣駆除班の方

にお願いしても、鉄砲を持って出てみたりするんですけど、そういう時間に余裕を持った方が

なかなかおられんということがあります。そこで、猿被害防止対策の支援を、今のところ皆さ

んはロケット花火を自前で買われたりしておられるようですけども、市として別メニューを考

えていただければありがたいと思います。 

 次に、この野生猿の群れの生態調査ということで話を進めますけども、野生の猿は複数のグ

ループに分かれておりまして、その群れの生態というものはどのようなものか、地域の皆さん

にはあまり分かっておりません。グループの猿と、それから離れた、どっちかというとたちの

悪い猿がおります。そういった大方２種類のグループ、２つではないんですよ、２通りの種類

のグループがおりますけども、その群れの移動、どこへ今行っているか、そういうような位置

情報を、先日の中國新聞を見させていただいたときに、ＧＰＳを使って猿の行動パターンの情
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報を知るということが書いてありました。猿を取っ捕まえないといけないのですが、とりあえ

ず捕獲をしまして、捕獲した猿にそういうＧＰＳを使ったシステムの取組ができないかという

ことをお伺いしたいと思います。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 猿の生態及び行動範囲の把握等につい

ては、捕獲した野生猿に首輪型ＧＰＳ発信機を取り付け、行動パターンをパソコンやスマート

フォンで監視する取組などを行っている他市町の事例調査や、専門家の意見を伺っているとこ

ろでございます。集落ぐるみでの猿の被害対策や、効果的な対策などを引き続き専門家や駆除

班、関係機関と連携を図りながら、地域の被害状況を確認した上で、効果的な鳥獣被害対策を

推進していきたいというふうに考えております。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 各農家はなかなか被害情報というものを表に出されませんけど、口では

大根を全部取られたとか、キャベツをかじられたとかそういう話はされます。そういうものを

一つ一つ拾って、１つの被害情報としてまとめていかれれば、全体の被害というものも分かっ

てくるんではないかと思います。猿に関しては、全国各地でなかなか困っておられる地区が多

くございます。もう少し、全国を私らも移動するとき、ここは猿が出ているんだ、金網をしっ

かり上げられたり、中には猿捕獲のおりを工夫されて設置されているところも見ます。なかな

か猿知恵に勝る人間の知恵を少しでも生かして、共存社会ができれば言うことはないと思いま

す。 

 次に、大項目２の新型コロナウイルスの後遺症についてということで質問を進めさせていた

だきます。新型コロナウイルス罹患後の後遺症について、５月８日から新型コロナウイルス感

染症法上の位置づけが第５類感染症となりましたけども、その後、新型コロナウイルスに罹患

されるケースが後を絶ちません。罹患後の症状について、広島県の実態調査結果を見ますと、

倦怠感、息切れ、息苦しさ、また咳が出るなどが主な症状で、味覚、臭覚障害、まれに抜け毛、

集中力低下があると聞きます。時間経過とともに改善していくこともありますけれども、症状

がさらに持続しているということも耳にします。このことについて、かかりつけ医などへの相

談、診療体制を広島県は整備されておりますけども、三次市において後遺症を自覚され、受診

された方はどのような症状が多いのか、また症状を疑われた方の人数はどのぐらいおられるの

か、お伺いしたいと思います。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 立花福祉保健部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 
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○福祉保健部長（立花周治君） 先ほど議員からもありましたが、広島県では、令和２年３月から

令和３年10月に発症した患者から2,025人を抽出して実態調査を行っております。そのうち回

答があった954人の患者のうち、34％が後遺症を感じ、さらにその38％が社会生活への影響が

あるというふうに回答をしております。新型コロナウイルス感染症罹患後の症状、いわゆる後

遺症につきましては、先ほど議員がおっしゃられたような倦怠感であるとか息切れ、息苦しさ、

味覚症状、臭覚症状といったものが報告されておりますけれども、これが一般的な症状です。

三次市における後遺症を訴える方の症状、それから人数につきましては、本市におきましては

把握ができておりません。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 把握ができないということは、ある意味、症状が軽いということではあ

ろうかと思いますけども、やはりいつまでも咳が出るとか、そういうのを私も聞かせてもらっ

たりするので、実際どのぐらい苦しんでおられるかということは知っておきたいとは思います。

この後遺症について、後遺症と判断される場合と、また新型コロナ感染症に関係のない別の症

状である場合の診療について、それぞれの公費支援、それはどのように扱われるのかお伺いし

たいと思います。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 立花部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 

○福祉保健部長（立花周治君） 新型コロナウイルスの治療では、新型インフルエンザ等対策特別

措置法の適用によりまして公費負担がございました。新型コロナ罹患後症状、いわゆる後遺症

の治療には公費負担はございません。保険診療となりまして、自己負担が生じるということに

なります。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 負担がないということは、個人負担は３割ということでよろしいですか。

一旦、後遺症の症状がなくなった後に新たに他の症状が出たときは、再び後遺症の判断がされ

ることがありますか。これについては当然、かかりつけ医に相談してからと思いますけども、

これはどういう判断をされるのかお伺いしたいと思います。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 立花部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 

○福祉保健部長（立花周治君） 後遺症状がなくなった後に新たに出現したほかの症状が、それが

後遺症か否かということにつきましては、医師の診断に基づいての判断ということになります。 



 

－222－ 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 当然そういうことだと思います。したがって、これも負担は保険証対応

ということですね。 

 次に、今後の新型コロナウイルスワクチン接種についてお伺いしたいと思いますけども、現

在、私ども高齢者には６回目の接種案内が来ております。これまで数回、新型ワクチンの接種

を受けられた方に対して、今年度も前回に続き、公費によるオミクロン株対応２価ワクチンと

いうものが、私は前回受けておりますけども、その効果と注意事項についてお伺いしたいと思

います。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 立花部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 

○福祉保健部長（立花周治君） コロナワクチンの接種の効果と注意事項についてという御質問で

ございますが、ワクチン接種は、新型コロナウイルス感染症の感染予防、それから発症予防、

重症化予防を目的として、厚生科学審議会（予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部

会）においてワクチンの有効性を検討した結果、一定の発症・重症化予防効果が期待できると

いうふうにされております。一方、接種後に注射した部分の痛み、頭痛、関節や筋肉の痛み、

疲労、寒気、発熱などがある場合があります。まれに起こる重大な副反応としましては、ショ

ックやアナフィラキシー、ごくまれではあるものの、ワクチン接種後に心筋炎や心膜炎を疑う

事例が報告されております。対象者に送付する接種券には、ワクチンの効果と副反応、接種後

の注意事項などを記した説明書も同封しております。説明書を御一読いただき、御心配だった

ことについては、かかりつけ医などに御相談の上、接種の判断をお願いしたいと思います。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 接種によって健康被害、先ほど言われた何らかの被害が出た場合、これ

は公費による支援が受けられるのか。また、その際、厚生労働大臣が認定したとき市より給付

が行われるとありますけども、救済制度の認定についてどのような審査があるかお伺いしたい

と思います。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 立花部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 

○福祉保健部長（立花周治君） 質問が２点あったと思うんですが、まず１点目のワクチン接種に

よる健康被害の公費支援についてですが、ワクチン接種による健康被害につきましては、厚生

労働省において、ワクチン接種との因果関係が認定された場合、治療費の自己負担分全額と通
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院日数に応じた月額の医療手当が市を通じて国から支払われるということとなっております。 

 続きまして、審査についての御質問に対しての答弁ですが、請求者、患者は、診療記録など

必要な書類を添えて、本市のほうへ請求を頂くようになります。本市は請求書を受理した後、

三次市予防接種健康被害調査委員会において、医学的な知見から因果関係について調査をしま

す。調査結果の意見書をつけて、広島県を通じて厚生労働省に進達し、厚生労働省疾病・障害

認定審査会において審査が行われることとなります。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） はっきりとした答弁を頂きました。ありがとうございます。先ほどの接

種券の中に、説明書がいろいろ入っております。しっかり読めば、それらのことが書いてあり

ますので、後遺症的なものがあったりする場合、ちゃんと報告を書いておくほうがよろしいか

と思います。私も何かと手がだるいというのがあるもので、見させていただきました。 

 次、大項目３のアグリパーク整備事業についてということで質問を進めさせていただきます。

アグリパーク整備事業の新旧構想の変更点についてということで、アグリパーク整備事業のこ

の事業が、官民連携手法によって今年度改めて進められることになりましたけども、この計画

について、平成29年度に策定された（仮称）みよしアグリパーク整備基本構想、当初の構想に

基づいた事業から引き続いた計画と思いますけども、当初の事業計画と考え方が変更になった

点はどのようなものかお伺いしたいと思います。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） （仮称）アグリパーク整備事業につき

ましては、基本構想を策定した翌年の平成30年豪雨災害や新型コロナウイルス感染症の流行に

より、事業を十分に進められない状況にありましたが、これまで関係団体等にヒアリングを行

うなど、事業ニーズの調査を行ったほか、社会経済情勢等の動向も踏まえ、育成牧場や花生産

団地、展望台の整備については計画を見直すことといたしました。現在は、ワイン醸造用ブド

ウ園地の整備及びトレッタみよし周辺エリアの整備に特化して事業を進めているところでござ

います。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 確かにこれまで平成30年の災害以後、また新たな災害続きで、新たな事

業に取り組むことができなかったということはやむを得ないことであったと思います。今回、

この事業を進めていくのに、新たにアグリパーク整備推進協議会のような推進団体を設置され

るのか、これをお伺いしたいと思います。 
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 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） （仮称）アグリパーク整備事業は、農

畜産物の魅力を発信するとともに、観光交流を通じた新たな産業の創出を図るため、観光と一

体となった農業の展開をめざしており、ＪＡや三次商工会議所などの関係団体、広島三次ワイ

ナリーなど、地元事業者との協働により事業を推進していく協議会を設置していくよう考えて

おります。本事業は民設民営での整備を基本として検討していることから、設置の時期につき

ましては、民間事業者の決定後など、状況に応じて設置をしていきたいというふうに考えてお

ります。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 現在、この事業を進めるために事業用地の買収等が行われておると聞き

ました。この用地買収についての進捗はどのような状況か、お伺いしたいと思います。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 取得予定の総面積は３万3,791平方メ

ートルで、現在、２万7,869平方メートルを取得しております。進捗率でいいますと82.5％で

ございます。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 全部済んでおればよかったんですが、済んでいないという点について、

どういう点が問題なのかお伺いしてもよろしいですか。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 現在、３名の方と交渉しておりますけ

ど、ただ、１筆については地権者が二十数名おられるということで、全国に散らばっておりま

す。そういったことで時間を要しているということもございます。引き続き、早期取得に向け

て取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 
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○２１番（齊木 亨君） なかなか用地買収も大変な状況だということが分かりました。引き続い

て頑張っていただきたいと思います。 

 この事業を進めるためには、新たな農業担い手の募集とか、また育成というのが必要となり

ますが、このアグリパーク事業で、園地で実際に就農される方だけを想定されているのか、ま

た実習した農業を地域に帰って実践する担い手の育成というものを考えておられるのか、お伺

いしたいと思います。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 基本構想では、ブドウの産地化に向け

て、ニーズに応じた品種やワイン醸造用品種の規模拡大、また新規就農者の育成を柱として整

備を行っていくという方針を示しておりました。しかしながら、三次ピオーネ生産組合と協議

を重ねた結果、現状での規模拡大は困難な状況にあるということで、そこでの就農者の育成と

いうことは困難になりました。また、ＪＡアグリ三次を中心に新規就農者の育成の体制が整っ

たということで、新規就農者等の育成については計画の見直しを行ったということにしており

ます。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 現在、ピオーネが三次のブランドになっておりますけども、市場にはま

だまだ流通量が必要であります。私らも見ますと、新たなブドウ団地について、最近、特に人

気のあるシャインマスカットとかワイン用のブドウ、そういった栽培強化について考えておら

れる。これはさっき考えておるということで聞きましたので、質問を飛ばします。 

 また、酒屋地区に三次ワイナリーやみよしあそびの王国、奥田元宋・小由女美術館、みよし

運動公園、トレッタみよしなどの集客施設が充実しておりまして、この地区を訪れる人が年々

増えております。去る５月８日以降、新型コロナ感染症が５類になってから、ますます人の行

動というものも多くなっておりまして、隣接するトレッタみよしにおいても増えております。

そのために販売品目の強化ということが必要になると思うんですが、そのための農産物の生産

拡大や農産加工品の６次産業化の取組というものが求められると思います。三次市の振興作物

野菜であるアスパラガス、白ネギ、タマネギ、ホウレンソウ、トマトの栽培面積の拡大等で、

競争力のある農業、酪農業をめざしていかなければなりませんが、このアグリパーク事業が今

後、三次市における新規就農者、農業者のよりどころになるようにならなければ意味がないと

考えますが、そのことについて本市の思いをお聞かせ願いたいと思います。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 
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○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 本事業の実現により、農産物のさらな

る販売力の強化、担い手の育成につなげていくとともに、農業を起点とした新たな価値を創出、

拡大することで、生産者、販売者、消費者の交流拠点として、トレッタみよしや既存近隣施設

と連携し、また民間活力を生かしながら戦略的に整備を進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 先月の補正予算の中で、補正予算事業別審査シートの説明の中で、民設

民営という言葉が出てきたと思います。この運営手法の基本的な考え方を、先ほどの説明にも

少しありましたけども、もう一度お聞かせ願いたいと思います。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） （仮称）アグリパーク整備事業につい

ては、基本構想において、官民連携手法による事業推進について検討していくことをお示しし

ており、令和３年度及び令和４年度に、トレッタみよし周辺エリアの整備について、造成やイ

ンフラの整備は市が行った上で、民間の参入意向がどの程度あるのかを把握するため、サウン

ディング調査を実施してまいりました。この調査の結果、体験農園や交流広場など直接収益に

つながりにくい機能等も含め、民間事業者が全てを整備していくのは厳しいとの御意見も頂い

ております。こうしたことから、民間事業者がより参入しやすい条件整備が必要であるという

ふうに考えております。 

 また、これらの条件整備に加えまして、民間事業者がＪＡや商工会議所などの関係団体、広

島三次ワイナリーなどの地元事業者との円滑な連携を図っていくための調整役、これを果たす

ことも市の重要な役割と捉えております。より多くの民間事業者の方から御提案、御意見を頂

きながら、あらゆる可能性を探りながら、民間活力を生かした事業の実現に向けて取り組んで

いきたいというふうに考えております。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） まさしくそのとおりやっていただきたいと思います。農業分野について

は、一般の農業者というのは、なかなか農産物がいい値段で取引されるとは思いませんし、今

のところピオーネとかいうブドウについてはかなりの値段を維持しておられるし、そういう点

は期待ができると思います。市もこういう事業を見放さんように、しっかり目を通していただ

いて、応援をしていっていただかないと続かない気もしますので、よろしくお願いします。 

 次に、大項目４の三次市の商業の活性化と観光事業の取組ということで話を進めさせていた
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だきます。直近の景況調査と三次市行政としての考えと今後の方針ということで質問を進めま

す。三次商工会議所の第132回四半期三次市景況調査によりますと、各事業者、エネルギー価

格、原材料価格高騰の分の価格転嫁というものが進んでおりませず、当面の経営上の問題点と

して、賃上げは実施しない会社と、する会社はほぼ同数で、５類移行後のコロナ前の経済活動

に戻るのは、半数以上が１年以上先と予測されております。前期の調査では、抽出された市内

事業所において、原料価格の高騰と需要の停滞、他の経費増加というものが回答されておりま

して、コスト上昇分の価格転嫁ができていないと。この中で、小売業、卸売業、製造業、また

観光サービス業というのも、「まあまあ」とか「少し悪い」ながら何とか回復を見通されてい

ますけども、建設、運輸・交通業においては大変悪いという判断をされております。このよう

な状況の中、本市では、この景況調査で見て取れる今後の市内事業所の景気の動向について、

どのように見ておられるか、お考えをお聞かせ願いたいと思います。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 三次商工会議所の本年１月から３月期

景況調査のとおり、多くの事業所において、エネルギー価格、原材料価格の高騰を価格転嫁で

きず、利益が減少し、また賃上げが進んでいない状況にあることなどから、コロナ前の経済活

動に戻るにはまだ時間がかかるものと思います。新型コロナウイルス感染症が５類に移行した

ことにより、行動制限などの規制が緩和され、社会経済活動の動きが徐々に回復し、緩やかな

改善傾向に向かうものと捉えておりますが、原材料やエネルギー価格の高騰により、市民生活

や事業経営に影響を及ぼしているものというふうに考えております。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） ４年度後半の災害復旧などの入札も不落が多いように聞きましたけども、

この辺りも含めて建設業の状況をお聞かせ願いたいと思います。資材関係の値上がり等で、時

間のかかる建設工事なんかについては、値上がり分の吸収というものがなかなかできておられ

ない業者もおられるように聞きます。そこら辺の状況をもし聞かれておればお願いしたいと思

います。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 建設業の状況につきましては、資材価

格の高騰や資材の品薄による工期の延長、また技術者の高齢化や人手不足、有効求人倍率も高

い水準にあるなど、厳しい状況にあるというふうに認識をしております。また、災害の工事関

係でいいますと、令和４年度10月以降、発注件数は15件ありますけど、このうち５件は入札参
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加者がなく不調となっているという件がございますが、これは建設事業者が複数の工事を受注

しているため応札がなかったというふうに捉えております。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 建設部のことも併せて答弁していただいたように思います。確かに建設

業者の腹いっぱい持っておられるところもおられるようですけども、まだまだ消化をしていか

なければならない事業も多くございます。 

 次に、市内各所にドラッグストア、食品等の大型店が進出、もしくは再進出し、事業展開を

されようとしています。このような事業環境の中で、地元商店街の状況というものをどのよう

に市として把握されているのか、お伺いしたいと思います。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 近年、出店が相次いでおりますドラッ

グストア、これにつきましては食品や日用品など多様な商品を取り扱っていることから、既存

の商店街の売上げに少なからず影響を及ぼしているものと認識をしております。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 認識をしておるというところまでお話を聞かせていただきました。現在

の大型店舗の事業状況を見ますと、陰陽の間にこの三次市というものは位置しておりますけど

も、周辺の市町から三次市のほうへおいでになって、また、そういう方をそれぞれの戦略を掲

げられて購買客を獲得されていると思います。消費者の我々にとっても不思議なぐらいの事業

展開を各社はされておりますけども、本市としてこの形が今後いい意味になるのか悪い意味に

なるのか分かりませんけど、今後の展望として、本市の考え方、問題点などがありましたらお

考えをお聞かせ願いたいと思います。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 大型店の出店につきましては、近隣市

町も含め、本市が商圏として事業の採算が見込めるものと判断されて、出店をされているもの

と考えております。大型店舗の出店により、既存の商店等への影響は少なからずありますが、

それぞれの店の強みを生かす工夫や、商店街独自の取組、また各店舗が連携したキャンペーン

を行うなど、大規模店にはないよさを出していただき、集客、顧客の増加につなげていただき

たいというふうに考えております。市といたしましても、こうした活動に対しまして、三次産
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業応援事業の補助事業により支援の継続を実施しているところでございます。また、商工会議

所、広域商工会の共同事業として、多様な店舗、業務店で多彩な講座を開催し、店主のこだわ

りでありますとか技術、人柄を知ってもらい、ファンづくりにつなげる、まちなか活性化支援

事業、まちゼミというのをやられておりますけど、こうした事業に対しても市として支援を行

っているところでございます。引き続き関係団体と連携をして、商工業の振興、地域経済の活

性化に取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 確かに今の地元の旧来から事業をされておられる、商売されておられる

方を見ると、本当に今のこの状況では何ともならんと、それも気の毒な状態として見ますけど

も、なるべく地元の方は、地元の業者を少しでもひいきにしていただいて利用されていくこと

が、地元の人にとって大事なことかと思います。 

 この６月末に、本市駅前に新たなホテルがオープンしました。これまで大きなイベントやス

ポーツ大会などがあっても、関係者は限られた数の市内のホテルに宿泊できないで、隣の庄原

市や広島市内に宿泊して本市においでになるケースがあったので、観光やビジネスに大きく寄

与することになると思います。このオープンによりまして、他のホテルや旅館、コテージ、農

家民泊との収容人数というものは把握されている中で、最大1,228人から約359人増えて1,587

人となります。三次の観光消費額単価が、令和２年で1,883円と推移しておりますけども、相

乗効果でもっと大きくなると期待されます。本市の女子野球タウン認定なども大きく盛り上が

っていますが、三次市への入込客の増加など、期待されるところについて、これからの観光消

費額の動向をどのように見ておられるのかお伺いします。 

 （市長 福岡誠志君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 福岡市長。 

            〔市長 福岡誠志君 登壇〕 

○市長（福岡誠志君） 観光消費額についての問合せですけれども、今お話しいただいたように、

駅前にホテルルートインがオープンしたことによって、三次の経済へのインパクトというのは

非常に期待もされておりますし、やっぱりそういう宿泊数が今まで少ない、あるいは三次に泊

まりたいけどもなかなかホテルが取れないといったような問合せ等も頂いておりましたので、

そういった意味では観光消費額の増加に結びつけられるものというふうに考えています。また、

ホテルルートインさんと連携協定も結ばせていただいておりまして、雇用の促進であるとか、

農業であるとか、産業の振興、あるいはスポーツ文化の振興、あるいは災害、そういった多分

野にわたる包括連携協定も結ばせていただいておりまして、一緒になって三次の地域経済を活

性化するためのいろんな施策を今後も模索していきたいというふうに思っています。 

 観光消費額を増加させる取組として、やはり観光の面では、今後、需要の掘り起こしという

のがさらに必要になってくるというふうに考えています。コロナで観光の在り方というものが
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随分変わって、自然とか体験だとか農業だとか文化だとか、そういったものの観光志向という

のが随分変容しつつあります。そういった意味では、今、三次観光推進機構によって様々な取

組も行われておりまして、例えば作木カヌー公園では、ここはずっと以前からカヌーの体験を

されておりますけれども、そういったカヌーの体験を含めたポタリングツアーであるとか、あ

るいは君田温泉では森の泉ウォーキングガイドツアーであるとか、あるいは灰塚トライアルパ

ークでは全日本トライアル選手権というのもここ数年連続で開催されておりまして、そういっ

たバイクのトライアルの体験をするだったり、あるいはほしはら山のがっこう、そこを家族で

キャンプするといったような体験ツアーであったり、そういった体験メニューもＤＭＯ、三次

観光推進機構のほうで様々にメニュー化されておりまして、また今年度につきましては、美和

桜さんの酒を造る体験、それはモニターツアーでありますけれども、お酒の原料となる酒米を

造るところから収穫をする、あるいはお酒を造る、そういった体験もモニターツアーで参加を

されておりまして、やっぱりそういった三次市ならではのほかの地域にはないそういった魅力

というのを発掘、あるいは掘り起こしをしながら、今後の観光消費額に結びつけていくという

ところは重要だろうというふうにも考えています。また、ちょうど今年度につきましては、三

次市観光戦略を立てていく年であります。この観光戦略によって、新たな観光の掘り起こしと

いうのもしっかりと戦略的に行っていく。 

 そして先般、Ｇ７のサミットがありましたけれども、Ｇ７サミットで広島県の価値というの

が随分、付加価値が向上している。そのＧ７サミットによって、インバウンドという話も昨日

ありましたけれども、やっぱりそのインバウンドを意識した観光の在り方というのも、今後し

っかりと検討していかなければいけないというふうに考えておるところでもございます。こう

いった三次のいろんなメニューはありますけれども、やはり三次での滞在時間を増やすために

は、県北の地域にいかに滞在してもらうことが三次の観光消費額の増加に結びつくということ

でもありまして、庄原であるとか三次であるとか安芸高田であるとか、そういった近隣市町と

の連携というのは欠かせないことであるというふうに考えています。そういう意味では、200

万人広島都市圏構想にも三次市は加入しておりまして、そういったところとの連携であるとか、

あるいは広島から鉄路を活用して、芸備線を使ってもらいながら三次あるいは県北の地域に体

験に来てもらうであるとか、そういった課題解決を観光の面で１つ、２つ、あるいは３つでき

るような取組につなげていきたいというふうに考えております。いずれにしても今後のキーワ

ードについては広域観光というところであろうと思いますので、しっかりと関係機関と連携を

組みながら、今後、観光推進、稼ぐ力を観光の面でも広げていけるように引き続き取り組んで

まいりたいと考えています。 

 （21番 齊木 亨君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 齊木議員。 

            〔21番 齊木 亨君 登壇〕 

○２１番（齊木 亨君） 時間がなくなりました。最後の質問を併せて答えていただいたようなの

で、私の質問はこれで終わりたいと思いますが、ぜひともトロッコのこともよろしくお願いし



 

－231－ 

たいと思います。 

○議長（山村惠美子君） この際、議場内の換気作業のため休憩いたします。再開は10時40分とい

たします。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

            ――休憩 午前１０時３１分―― 

            ――再開 午前１０時４０分―― 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（山村惠美子君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 順次質問を許します。 

 （11番 新田真一君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新田議員。 

            〔11番 新田真一君 登壇〕 

○１１番（新田真一君） 皆さん、おはようございます。会派未来、新田真一でございます。議長

のお許しを得まして、一般質問を行います。 

 本日は大きく２点、市長所信表明の共創による人づくりについてと、小学校の教科書採択に

ついて、一般質問を行ってまいりたいと思います。 

 まず１点目、市長は所信表明におかれまして、共創の地域づくり、人づくりを掲げられまし

た。三次らしさによる地域づくり、人づくりを進めていこうと。地域で支える学校づくりや、

ふるさと三次を愛し、誇りに思う心を育てていくといったことを述べられて、具体的に３点、

こういったことに取り組みたいということを示された。そのことは課題把握の後、しっかりと

聞かせていただければと思っておりますが、私はまず三次らしさによる地域づくりのために、

三次の独自の教育課題をきちんと踏まえる必要があるというふうに考えます。さきの全員協議

会において、三次の教育大綱、振興計画を進めていくんだという中に、課題について触れられ

る場面がありましたけども、私はそれをもう少し掘り下げる必要があると考えます。特に中高

一貫校開設に伴って、まさに三次独自の様々な課題、あるいは影響が出ているのではないかと

考えておりますが、教育委員会はそこらをどのように捉えておられますか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） おはようございます。今おっしゃっていただきました県立三次中学校の

設置ということで申し上げますと、この設置によって、市立中学校に進学をする市内の児童は

減少しているという影響はあるというふうに捉えております。そして、課題というか、その影

響を踏まえて対応していくことが必要だというふうにあるのは、１つには、そういった市立中

学校に進学をする児童が減少しているということから、小規模中学校においては、例えば部活

動のチームが単独では組めないというような要因の１つにもなっているといったようなところ

については、一定の対応というふうなものも考えていく必要があるというふうに考えておりま
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す。 

 （11番 新田真一君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新田議員。 

            〔11番 新田真一君 登壇〕 

○１１番（新田真一君） モニター資料の１をお願いします。示させていただいたのは、2019年に

県立三次中が開設して以降の入学者数、大体定員80人に対して60人前後が毎年進学しておりま

す。倍率が隣へ。そして、市外の中学へ進学したという、先ほど教育長のほうから市立中学の

児童が減少しているというのがあったんですが、見る限りほとんど変わっていない。何を申し

述べたいかというと、県内の自治体において、地元の公立といったら県立も公立に含まれます

けど、市立中学へ進学する生徒の割合は三次市が最も低い。広島市は１学年約１万1,000人、

市内に私立の中学校がたくさんありますけども、この進学者総数は1,400人。１割少し。福山

も調べました。福山は１学年の６年生生徒数が大体4,000人前後。市内私立中学には300人から

400人しか行かない。10％ですよ。三次は見てください、一番右側に82人、70人、82人、76人、

76人。これが県立中学進学者と私立進学者を合わせた数です。約十七、八％。１学年の400人

から450人ぐらい。こんなに高い市はほかにはないです。これがまず三次の特徴ですよ。 

 そして県立中学進学者、60人前後。今年も59名が入学しましたが、400人前後いる生徒のう

ち、間違いなく成績上位者ですよ。だって1.5倍、多いのは1.89倍。この受験を勝ち抜かない

といけない。併せて、私立の中学の進学者が大体20名前後。保護者の転勤とかそんなのも含ま

れるんでしょうけど、私立の中学校へ進学する、全てとは言いませんが、やっぱりこれもかな

りの成績を取らないと入学試験に合格しない。何が言いたいかというと、後ほどまた述べます

けど、この間、教育委員会会議で教育振興計画の論議をされていました。中３の成績上位者が

少ないという分析と報告がなされた。あれだけよそへ行くんですから、少ないですよ。そして

学力が下がったんです。中３の全国学テは今回とっても残念な結果だった。その後が問題なん

ですよ。その後、中学進学時点で約２割弱の子供たちが出ている現状を踏まえて分析がされま

したか。私が残念だったのは、その後、取組。教職員の指導力、授業力アップと書いてある。

その踏まえをされたかどうか、されなかったらなぜなのか。成績上位者が大きく出ていってい

るという現状。 

 もう一つ、中学校の小規模をどう定義するかということですが、１学年１クラスと定義させ

ていただくと、一番多い学校だと結構な、100人は当然いきませんけど、小さい学校だったら

20人台となるわけですよね。少子化によって生徒数も減っていることも間違いありません。で

すが、３年間で約180名の子供たちが県立中学へ入学して、北部三村では、全部合わせると進

学者数は12名だそうです。こういった学校の小規模化に大きな影響を与えると私は捉えますが、

さっきの成績上位者の流出、小規模校化への影響があると捉えますが、その点について教育委

員会はどうお考えでしょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 
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            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） まず、従前も確認をさせていただいたところですけれども、この県立三

次中学校というのは、設置に当たって、教育の選択肢を増やして多様なニーズに応える、一人

一人のニーズに応える、そして市内外で活躍することができる人を育て、地域の活性化につな

げていく、そういうことを目的として、経済界、市議会を含めてオール三次で誘致して、設置

がかなったというところでございます。つまり一人一人の子供たちのニーズに応えていく環境

を整えるということを、本当にこれまで様々な議論を経て一緒にやってきたところだというと

ころをまず確認はさせていただきたいというふうに思います。その上で、もちろん、例えば毎

年市内から60名程度、市内の小学校から県立三次中へ行く。しかし、学力で申しますと、その

中で私どもが毎年行っている、三次市学力到達度検査を１月に実施いたします。これについて、

県立三次中学校設置後の令和元年度以降、例えば中学校の１年生が抜けた学年ということに毎

年なるわけですけれども、そういったところの結果を見れば、それは毎年、全国平均または同

等以上ということで、１つの指標ということでいえば、そういったところでは一人一人の学力

をつける営みというのはしっかりやってきているというところは、これまでも、これからもあ

るというふうに思います。その上で、例えば学校がある程度人数が減っているということにつ

いてとか、あるいは上位者というか、そういった部分について、成績が例えば一定程度、学力

がある子供の部分が抜けるというふうなところについては、それは結果であって、私どもがや

っぱりやっていくべきことというのは、何よりも一人一人の安全な居場所づくりと学力をつけ

ること、そのことへきちんと注力をしていくということをどんな状況であってもやっていくと

いうことは変わらずすべきことと捉えておりますし、そのことを学校も一生懸命取り組んでい

るというふうに捉えております。 

 （11番 新田真一君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新田議員。 

            〔11番 新田真一君 登壇〕 

○１１番（新田真一君） 今年度の県立三次中進学に当たって、小学校６年、卒業生の７割が県立

中へ行って、地元には３割しか行かなかったという学校が出ました。私が従前より危惧してい

た小規模中学校、10人前後の卒業生の中で、「僕は県立にチャレンジしてみようと思うんじ

ゃ」「ふーん」「一緒に行かん？」「行こう」「えっ、行くんなら僕もやってみよう」「僕も

挑戦してみるわ」、こういった流れが起きないか心配していたんですが、今年どうやらその事

象が現れましたと捉えます。７割いっちゃった。これは予想できません。予想できんです。た

だ、進学指導を積極的に進めていかないといけないと思います。私は、選択肢が広がって、子

供たちがそれぞれの道を選択する、これは決して否定しません。私立中学へ行こうが、県立へ

行こうが、地元に行こうが、それは構わない。ただ、そのことによって、今年度の学力テスト

で大きく結果をおいて、この間の教育委員会会議においては、成績上位者がすごく減ったと。

だから平均値も下がっていますと。課題として捉えるべきだと思いますよ。その対策をどう論

議されたか。教職員の指導力と授業力をつける、違うと思いますよ。教育振興計画の基になる
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みよし教育ビジョン、「結芽人～幸輝心～」にはこう記述されています。教職員の仕事が増え

ていると。様々な教育課題を献身的な教職員の努力によって克服するというのはもう困難な状

態だと記されています。今、19年以後の中１の子供たちの市の到達度テストは、そこそこ成績

を取っている。既に大変な努力をしているではないですか。それでまた振興計画に、下がった

けえ、教職員の指導力、授業力アップのために研修を強化せにゃいけんと言いますか。 

 もう一つ、「結芽人」教育ビジョンには、三次市の子供たちは、全国平均よりもたくさん読

書している、これはさらに向上していく傾向にあると記されています。本はようけ読みよるん

だと思った。ところが、この間の教育委員会会議、３月末に行われた教育振興計画を練られる

会議では、読書の冊数が減っている。全部覚えてないんですけども、読書に課題があるという

論議がなされました。そして、先日も先輩議員のほうから、読書活動の充実をというふうにあ

ったけど、教育委員会も読書活動推進員を設置して、22校を担当し、リニューアル事業に何と

か取り組むと答弁されましたが、読書活動推進員は１人ではないですか。なぜそういった現状

を踏まえた課題ではなくて、読書推進委員を３人、４人、増やしていかねばならないとか、献

身的な教職員の努力は既に困難だと言っておきながら、研修強化ですか。私はそれは現状を踏

まえた方向性ではないと考えますが、どうでしょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） いわゆる学力ということで申し上げますと、議員も御承知のとおり、今、

学力ということについては、３要素ということで、学校教育のほうにも、知識・技能、思考

力・表現力・判断力、そして学ぶ意欲、それを学力と捉えるというふうに整理をされて、そう

いった力をつけるといった取組を今進めているところでございます。一方、例えば、いわゆる

学校で学ぶ学習内容の定着ということについては、もちろんそれはいろんな形での支援とか、

あるいは協力というのは必要ですけれども、一には、やはり学校でしっかり指導していく、そ

ういったことは不断の努力を続けていく必要があると言えると思いますし、公務員特例法にも、

教育研究と修養に努めなければならないという、そういった教員の部分というふうなものは、

それは引き続きやっていく必要があるということで、今の具体的な授業力、指導力の向上とい

うのは、不断の努力は続けていくべきだということは整理をいたしております。 

 一方では、学力というふうなものを先ほど申し上げましたように、例えば自分の地域や、あ

るいはこれからの三次をしっかり自分たちで支えてつくっていくんだと、あるいは様々な人た

ちと協力をして、新しい価値をつくっていくんだ、生み出していくんだというようなそういう

力は、同時に様々な地域の方、保護者の方、関係機関も含めて、社会総がかりで力をつけてい

く、そういう営みというふうなものも当然必要だというふうに思いますし、そのためにも読書

活動というふうなものは、おっしゃっていただきましたように、もっともっと充実を図るべき

だというふうに考えておりますし、今年度の取組がベストだというふうには思ってはおりませ

んので、引き続きそういった読書環境の充実や、しっかりと人とつながる力というふうなもの
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をつけていく環境というのは、しっかり取組を一緒に進めていきたいというふうに考えます。 

 おっしゃったとおり、小規模な学校から、例えば通える範囲で県立三次中学校があるという

ことから選んでいくというふうなことは結果でございますので、そういったところについて、

あらかじめ見通すというのは難しゅうございます。しかし、一方で、学校規模適正化の基本方

針にも示しておりますように、一人一人の教育環境をどのように豊かにしたものにしていくか、

充実をさせるかということでいえば、三次市全体の学校規模の適正化というふうなものについ

ても当然考えていくべきだとということで、その中にも、一定の集団活動が可能になる、そう

いった規模というふうなものは基本的には必要だというふうに捉えておりますので、今年度、

そういう結果として表れてきた課題については、真摯に向き合っていきたいというふうに考え

ます。 

 （11番 新田真一君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新田議員。 

            〔11番 新田真一君 登壇〕 

○１１番（新田真一君） たかだか１回のテストで子供たちの力を全て測るものではないという立

場は私もそうだと思います。点数が上がった、下がったで一喜一憂することはないんだという、

大きな構えでいきましょうというのをまず１つ申し上げたい。それから、小規模校化について

は、確かに20人台、30人の学校は多いです。私はこれが三次らしさだと思う。そしてそれが課

題だ、環境が悪いと捉えるんではなくて、これをどう生かし守るかという視点で考えるべきだ

と思うんです。後の市長所信にもありますけど、生徒のための在り方検討会ですか。県立高校

へ行って、子供もいろんな選択肢が広がってどんどん出て行く子もおる。いいです、どうぞ出

ていって。中学校はちっちゃくなった。もうこれは環境が悪いけえ、何とかせにゃいけんとい

う方向を統合という形で解決するか、いや、これをどう守り生かすか、これによって施策は大

きく変わると思うんです。三次らしさは小規模校ですよ。教育委員会は手元に豊富な資料を持

っておられます。先ほども学力テストの各学校、各学年、小規模校、大規模校。どうですか、

大規模校と小規模校でこんなに差が出ていますか。私は庄原の中学校の統合問題に、いろんな

説明会へ出かけていって今の質問をしたら、庄原市教育委員会の答弁は、差はありません、む

しろ小規模校がいい学校もありますと答えられました。課題の踏まえがなかなか共通認識には

至らない部分もありますが、続いての質問に移ります。 

 まず、市長所信表明にある共創による地域づくり、人づくりにおいて、具体的に３点の項目

を挙げられた。（仮称）教育政策研究チームの設立、そして不登校特例校の検討、さらに生徒

のための在り方検討会。これは誤解を招きますよね。生徒の在り方を市長が決めちゃいけんと

思いますよ。中学生はこうあるべきだとか。生徒を取り巻く教育環境の在り方がどうかという

ふうに私は解釈しましたが、いやいや、中学生はこうあるべきだと、頭は坊主で、そして礼は

45度でということではないですよね。そこを誤解のないようにお願いします。まず、この３つ

を具体的に示された、これはどういう思い、あるいはそれを３つにされた理由をお聞かせくだ

さい。 
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 （市長 福岡誠志君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 福岡市長。 

            〔市長 福岡誠志君 登壇〕 

○市長（福岡誠志君） ３つの理由についてでありますけれども、まず、それぞれ申し上げたいと

思いますけれども、その前に、本市における教育環境の変化とか、時代背景とか、あるいはコ

ロナを踏まえて、目まぐるしくそういった環境も変わってきているというところであります。

情報化や技術革新、あるいはコロナによる市民の行動や意識、あるいは価値観の目まぐるしい

変化、さらにはコロナ禍で増えてきた不登校児童生徒の増加、今後の人口減少、少子高齢化と

いった課題への柔軟な対応、それが求められる昨今であるというのが大前提にあります。それ

で、所信表明でも述べたことでありますけれども、コロナ禍からの再始動ということで、コロ

ナ禍がもたらした新たな時代への対応のためには、人づくりの分野においては、未来を創る当

事者に育つための学びを支援していくということが必要であるというふうに考えます。 

 これらを踏まえまして、まず１つ目の教育政策研究チームでありますけれども、これを設立

し、政策の立案、施策の検証を実施するなど、児童生徒の未来をつくる当事者に育つ教育を推

進しますということが１つ。そして２つ目の不登校特例校についてでありますけれども、学校

に通えない児童生徒を支援するため、（仮称）不登校特例校の検討を行うなど、子供たちの状

況に応じた選択肢を増やす取組を進めます。そして３つ目の生徒のための在り方検討会、これ

は先ほど新田議員が御指摘になったように、このことについては確定的な名称ではなくて、今

日の少子化の中において、児童生徒にとって良好な教育環境を確保するという観点から避けて

は通れないものでありまして、生徒のための在り方検討会を立ち上げるといったような取組で

あります。また、教育大綱につきましては、学校教育、文化振興に関する課題や方向性を共有

し、総合的な施策の目標や根本を示す方針となるよう、教育委員会が策定する教育振興基本計

画との一体的な策定に取り組み、これらの取組についても盛り込んでいくということでありま

す。先般の総合教育会議においては、それらをお伝えさせていただいたというところでありま

して、今後、教育委員会内で具体的に協議が進められていくというふうに認識しております。 

 （11番 新田真一君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新田議員。 

            〔11番 新田真一君 登壇〕 

○１１番（新田真一君） 市長が今述べられたとおり、市長としての１つの所信が、教育大綱、教

育振興計画と相まって、具体的に目標なり方向性が定められていくということだろうと思いま

す。教育委員会は、先ほど述べた「結芽人～幸輝心～」教育ビジョンにおいて、これまでの経

過も踏まえながら、先ほどの結構踏み込んだ具体的な読書活動であるとか学力推進であるとか

というのを立てられている。それをベースに教育振興計画は立てられていくんだと思うんです

けど、これを一体的に進めるという。５年先を見ての計画ということになるので、結構短期だ

と私は捉える。だから、三次独自の教育課題をちゃんと踏まえる必要がないですかというのが

１番の問いかけです。 
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 さて、今の教育大綱に向けて、教育委員会会議等での論議や動向を進められている中にあっ

て、私はこれを市長の所信表明をそういったものに折り込んでいくために、教育委員会が留意

しなければならないこと。何が言いたいかというと、教育委員会というのは、地方行政から独

立しているんです。市長がこれをやれと言ったら、「はい」、そうではないはずだ。独立した

組織であるということについて、どのような点に留意しなければならないと考えておられます

か。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 教育委員会は、おっしゃったとおり合議制の組織、行政委員会でござい

ます。したがって、教育委員会といわゆる市長との職務権限というものは、きちんと明確に地

教行法で示されているところでございますので、まずはそういった基本的なところは踏まえな

がら進めていくということは当然のことというふうに考えております。一方で、地教行法の中

でも、今回、教育委員会会議等も踏まえながら、一方では総合教育会議という場でお互いに意

見、協議を進めながら、同じまちづくり、そしてそれにつながる人づくりを進めていくという

ふうなことは非常に大切だということがございますので、十分に教育委員会会議での議論、あ

るいは内容をまた市長部局と総合教育会議等で共有させていただきながら、今この前の総合教

育会議を踏まえて、これからどういうふうな形でそれを一体的なものに進めていくかというふ

うなことについて、議論を重ねてまいりたいというところを十分留意していきたいというふう

に考えております。 

 （11番 新田真一君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新田議員。 

            〔11番 新田真一君 登壇〕 

○１１番（新田真一君） 十分留意いただきたいんです。教育委員会制度がなぜできたかという歴

史を語れば長くなるので、あれですけども、為政者の長が教育を総括的に進めたというのが、

日本の歴史の中の大きな間違いであったというのが１つあります。だから地方行政とは独立し

た教育委員会制度になっていると。具体的に申せば、私は現場におる時代に３つ思い出すこと

があるんです。１つは、市長が全校で朝読書を進めよう。毎朝するところには図書費100万円。

以下、回数が減るごとに予算削減。教育委員会会議で決めたんではないと思うんですが。もう

一点。市の学力テストを全学校、全学年、市広報で公開。学力テスト改ざん問題を生みました。

もう一つあるんですよ。小規模校を20人で線を引く。小規模校、各学校が工夫して、生徒を集

めてクリアをめざす。そのために学区自由化にする。中國新聞に宣伝も出していいというのが

ありました。これも教育委員会会議で決めたんではないと思うんです。その詳しい経過はもち

ろん現場にいたので知りません。ですが、市長が音頭を取ってというか、こうやろうという方

向に対して、教育委員会が時にはノーと言わないといけないこともあるのではないかと考えま

すが、この３つの事案はそういったことの教訓となりますでしょうか。教育委員会、どうでし
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ょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 教訓云々というよりも、きちんと政治的中立性の確保ということは当然

のことでございます。したがって、教育委員会の権限の中できちんとやるべきことをやる。一

方で、首長のほうは、いわゆる地教行法の改正の中で、総合教育会議というのを設置し、そし

て一定の協議、調整をする中で、最終的にその執行権限は教育委員会に留保されているという

形での整理をされているわけですから、そういった部分にはきちんとのっとって進めてまいり

ます。 

 （11番 新田真一君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新田議員。 

            〔11番 新田真一君 登壇〕 

○１１番（新田真一君） のっとって進めていただきたい。さて、今の部分は、私は１番の教育政

策研究チーム、教育委員会とは独立してという中身が気になります。これは教育委員会会議も

中身が決まってから知らされるということになりますよね。共に協議する場があるのかもしれ

ませんが。そこで、先ほど申したとおり、向こう５年間の三次の独自の教育課題に取り組むべ

きは、ＩＣＴとかそういった部分の十分普及というのはあるんでしょうけど、私は小規模校の

教育実践のすばらしさの発信、そして複式教育の持つ利点、研究、これだと思います。複式教

育を研究しているところは少ないんですよ。私は10年、複式学級を担任しました。広大附属へ

研究に行きました。広大附属小学校は、複式研究のためにわざと複式学級をつくってあるんで

す。これはどこにもない特徴ですよ。生かしていただきたい、これが１点。 

 ２番目、不登校特例校については、後の議員２名がこれを課題に取り上げられておりますの

で、そっちに譲ります。生徒のための在り方検討会、中学校区等の教育環境トータルの見直し

ということでありましたが、小規模校が増えて、もちろん小・中学校の適正配置の答申、方針

等も決まる中でのことではあるんですが、その答申の中には、大学先生が、ＩＣＴの利活用に

よって集団的思考等についての部分は十分工夫できるという中身が触れられているし、ＩＣＴ、

ＡＩが普及することによって地域の在り方そのものが変わっていくという書き方をしていたん

です。これが残念ながら、方針の中には触れられてない。今、文科省は、個別最適な学習と言

われますよね。一人一人が自分に合って、自分で考えて学習を計画したり進めていくというの

がベースだというのを今言いよるんですけど、ちょっと前までは対話的とか協働による学習指

導とかで、みんなで協力して話合いと言いよったのに、矛盾はせんのでしょうね。何が言いた

いかといったら、先ほどの小規模校が増えたということについている課題の先を統合によって

解決する必要はない。小規模校こそ特色として生き残れるように、いやいや、地域とのつなが

りも濃くしてコミュニティースクールもつくりながら、より地域と濃くする方向へ、その在り

方の環境を考えるべきではないかと思いますが、これはどちらでも結構ですから、それについ
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て何か御見解があればお願いします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） まず、お話の中で幾らか出していただきましたことについて少し触れさ

せていただきますけれども、教育研究政策チーム、名称は別ですけれども、教育ビジョンの中

へしっかりその具体化をしていくということの方策をどうつくっていくかということについて

は、やはり様々な見地から、先進的な取組をやったり、あるいは情報というのは得る必要があ

るというふうに考えておりますので、今回、５月議会でも予算を認めていただきました教育研

究推進事業、そういったところで取組を進めていくということは申し上げておきたいというふ

うに思います。そして、小規模校ということにつきましては、確かに一般的に一人一人の子供

たちの能力や個性をしっかりと伸ばしていく、あるいは状況を丁寧に把握していく、その中で

きめ細かな指導がしやすい、それはあるというふうに捉えます。だからこそ今市内の学校でも、

１学年１学級というふうなところが多くございますし、複式学級もございますけれども、そう

いう中で、お互いの意見や感想が発表できる機会を増やすとか、あるいは様々な活動で異年齢

交流を工夫しながらコミュニケーション能力を高めるという工夫も今続けておりますし、そう

いったところでの発信というふうなものも基本方針の中でしっかり行いますということで、行

っているところでございます。これも基本方針の中へ、きちんとそういった取組をしっかりや

りますということを明記した上で行っておりますので、そういう意味でも、これからその取組

というのは継続したいというふうに思います。 

 一方では、先ほど来も申し上げましたが、やはり集団での活動とか、あるいは部活動の持ち

方というふうなものも課題でございますので、そういったところを含めて検討を重ねていくと

いうことは必要だし、一人一人の児童生徒に必要な力をつけるための環境整備というのは、継

続して検討していく、協議をしていくということは続けてまいりたいというふうに考えます。 

 もう一つだけ、ＩＣＴのことを申し上げますけれども、ＩＣＴは基本方針に書いてないでは

ないかというふうにおっしゃいましたけれども、答申のそのものは、表現としては出しており

ませんけれども、コロナ禍がずっと続く中で、やっぱり一人一人の学び、あるいはつながり、

そういったものをしっかり確保していくために、ＩＣＴというふうなものは豊かな教育機会の

保障のために積極的に活用すると。ありとあらゆる前例にとらわれない工夫というふうなもの

をやっていくということは、この基本方針の中でも積極的に活用していくということで明記を

しておりますので、そういう意味でも、基本方針にのっとって今は進めているという状況で御

理解いただければというふうに考えます。 

 （11番 新田真一君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新田議員。 

            〔11番 新田真一君 登壇〕 

○１１番（新田真一君） 部活動について１点だけ触れておきたい。これまでも小規模校は、部活
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動は学校で２つか３つだったんです。今になって減ったわけではないですよね。今むしろ問題

は、私はサッカーをずっと長年やっていますが、市内中学校でサッカーチームを単独で組める

学校はなくなりました。11人そろわないといけないということです。大きい中学校でも11人は

おらんのですよ。でも、これはサッカー人口が減ったんではないんですよ。三次、安芸高田、

庄原にできたクラブチームへ行く。今これが、クラブ移行が３年間の過渡期なんですよ。だか

らこんなことが起きているが、ゴールをどこにめざすのかというのはよく考えながら、とりわ

け中山間のほうが、そういったスポーツ環境こそ条件が厳しいんですよ。重々お分かりだろう

と思います。施設設備、指導者、団体、どれを取っても。学校のもちろんいろんな選択肢があ

って、県立に行っても、私立に行っても、地元へ残ってもいいんですよ。どこか蓋をして行か

すなというようなことを言っているわけではない。それぞれ選択したんですよ。小規模校、地

元の学校に行こうというのも選択したんですよ。それらがたとえどんなに小さくなっても、極

論を言えば、中学校を地域の宝として守るべきが、三次の独自課題である特色を出す取組だと

思いまして、もう時間がないので２点目へ移ります。 

 今年、小学校の教科書採択年に当たります。モニター資料をお願いします。教科書採択の流

れというので、学校へ調査員、選定委員会、教育委員会会議とこうなっています。調査員は、

各学校から選ばれた管理職や教職員が当たって、各教科ごとに教科書を調査します。それから、

それがまとまったものが選定委員会というのに送られて、ここで一定の選定や答申が作成され

て、最後は教育委員会会議でどの教科書を採用するか決定されます。教科書は隠れたベストセ

ラーなんですよ。10万部売れればベストセラーと言われたり、今や紙ベースの書籍が少なくな

って、１万部出ればベストセラーだという言い方もありますが、三次市内の小学生約二千四、

五百人、これで決められたら４年使うんですよ。１万冊。教科書会社にとっては大変大事な取

組なんですが、本年３月31日に文科省から次のような通知が出されています。教科書採択にお

ける公正確保の徹底等について。この中の一部を読みますが、昨年、特定の教科書発行者が採

択期間中において、採択関係者に飲食を無償提供するなど、不当な利益供与を行っている事実

が確認された。そして、利益供与を受けた採択関係者の中には、一層の公平性、透明性の確保

に留意すべき立場にある教育委員会関係者や選定委員、調査員、教科書採用に関与するものが

含まれていた。この結果、教科書採択の公平性、透明性に疑念を生じさせて、大きく信頼を揺

るがせた。こういった事態が起きて、今年３月にこの通知がされていますが、三次市教育委員

会として、これは課題認識の上、教科書採択の方針はどのように持たれておりますか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 教科用図書につきましては、これは全ての子供の学校における学習活動

で重要な役割を果たすものでございますので、採択に当たっては不正行為というのは決してあ

ってはならないものというふうに捉えておりまして、公平性や透明性に疑念が生じないよう、

適正な採択事務や手続を行うということで取組を今進めております。具体的に申し上げますと、
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不当な利益供与を受けるなどの課題が生起することがないように、三次市採択基本方針という

のを策定いたしましたが、これにおいても適正かつ公正な採択の確保として、教科書発行者な

どによる宣伝行為などに影響されず、採択における適正、公正を期することなどを明記した方

針、これを５月19日の教育委員会会議で決定しております。この方針にのっとって、教科用図

書の採択地区選定委員会、そして教科用図書採択地区調査委員会、こういったものを順次開催

してまいりますけれども、それぞれの場できちんとこの方針にのっとった対応ということで確

認をして進めてまいります。 

 （11番 新田真一君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新田議員。 

            〔11番 新田真一君 登壇〕 

○１１番（新田真一君） 教科書採択に当たっての公平性、透明性を確保するために、その過程と

結果がちゃんと情報開示されるべきだというふうに思いますし、その手続は多分踏まれる予定

だろうと思いますが、１点だけ。最終、教育委員会会議は、県内では前回、中学校では７市町

が公開しているんですよ。三次市は公開されていません。これは公開すべきではないかと考え

ますが、教育委員会の見解はどうでしょう。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 教科書採択に関わっての公平性、透明性といったようなことは先ほど申

し上げたとおりでございますし、できるだけしっかりと公開をしていくということでいえば、

会議後の速やかな公開というふうなものも必要でございますけれども、おっしゃっていただき

ました採択を行う教育委員会会議につきましては、公開するということも含めて協議をする予

定としております。 

 （11番 新田真一君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新田議員。 

            〔11番 新田真一君 登壇〕 

○１１番（新田真一君） しっかり御協議ください。市民の関心が大いに向くべきだと思います。

今、三次市立図書館において教科書が展示されています。採択前ですから、各教科３社から５

社ぐらいのがずらっと、今の執行部の４人の皆さんがおるぐらいずっと10教科の本が並んでい

ます。できれば手に取っていただきたい。 

 今朝の新聞に、教員不足悪化という記事がありました。担任が決まらない、空席のままとい

う状況がさらに悪化しているそうです。悪化したんではないんです、悪化させたんですよ。そ

ういう意味でも、教育の課題に市を挙げて取り組んでいただきたいですけど、独立性というの

は十分踏まえながらお願いしたいと思いまして、私の一般質問を終わります。御清聴ありがと

うございました。 

○議長（山村惠美子君） この際、しばらく休憩いたします。再開は13時といたします。 
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          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

            ――休憩 午前１１時３３分―― 

            ――再開 午後 １時 ０分―― 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（山村惠美子君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 順次質問を許します。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 清友会の山田真一郎でございます。議長のお許しを得ましたので、一般

質問を始めます。このたびは、大項目として馬洗川右岸（畠敷・願万地地区）における内水対

策事業についてと、三次市における学校環境についてと、消えゆく街灯・防犯灯についてと、

大きく３つの項目について質問いたします。 

 それでは、大項目１、馬洗川右岸（畠敷・願万地地区）における内水対策事業についてお伺

いします。今月６月10日土曜日に、みよしまちづくりセンターにて、広島県と三次市、そして

国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所が主催で、畠敷地区内水対策事業の完成式が行

われました。本事業は、平成30年７月の豪雨災害を受けて、当地区の安全・安心を確保する視

点から、再度、災害軽減をめざした対策が必要であり、三次市と広島県、国土交通省、市と国

と県、３者で連携して、流域対策を含めて、平成30年の豪雨と同様の降雨に対して、家屋の床

上浸水の防止を図ることを目標として、平成30年から昨年の令和４年度、５年間の期間で計画

をされました。 

 内訳を言いますと、国主体の事業として、馬洗川の掘削及び樹木の伐採、排水ポンプの燃料

タンクの増設、そして排水ポンプの増強と３つの事業を、県主体の事業として大谷川の改良を、

三次市の主体の事業として、流域対策と排水路の改良、土地利用規制と３つの事業を行いまし

た。合わせると大きく７つの事業が計画されていました。このたびは事業完了に伴い、国や県

が主体の事業も含まれているのですが、三次市もずっと連携されてこられたと思いますので、

この７つの事業の完了状況と、それにより見込まれる効果について事業ごとにお伺いしようと

思います。この内水事業につきましては、たくさんの市民の方々が期待をして注目をされてい

ます。本日も多数の方がピオネット等で拝見されると思いますので、よき御答弁を期待しまし

て、まずは国の事業ではありますが、馬洗川の掘削と樹木の伐採についてお伺いします。 

 一時期は、願橋や熊野橋付近で堤防の中に重機が入って、毎日作業されていました。余談に

はなるのですが、掘削をした場所には一時期、黄色い菜の花が咲き乱れて、三次の名物にした

らいいと思うほど美しい景色が広がっていたのを多くの方が存じているところではないかと思

います。その後、上流の鳥居橋付近まで掘削されるのかと思っていましたが、それからあまり

作業はされていたようにはありませんでした。恐らく現状されている範囲が計画だったのだろ

うとは思いますが、完了状況と見込まれる効果についてお伺いします。 
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 （建設部長 加藤伸司君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 加藤建設部長。 

            〔建設部長 加藤伸司君 登壇〕 

○建設部長（加藤伸司君） 馬洗川右岸（畠敷・願万地地区）におけます内水対策事業ですけども、

先ほど議員が詳しくおっしゃっていただきましたので割愛しますけども、国、県、市が連携し

て取り組んできた内水対策事業となります。あくまでも家屋の床上浸水被害を解消するという

ことを目標として行ったものでございます。これら全ての内水対策事業が一体となって、より

効果が発揮されるものであり、全ての整備の完了に伴う効果としまして、床上浸水被害の解消

が図られたものです。個々の対策について、まず河道掘削及び樹木伐採の関係ですけども、こ

れは国の事業であります国土交通省が実施しております。令和２年11月に事業が完了していま

す。これにより、洪水時の馬洗川の河川水位を低下させる効果が期待できるものと考えており

ます。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 平成30年災のときには、馬洗川の水位は、堤防の決壊の危険がある水位

まであと十数センチ、20センチも余裕がない状況まで水位が上がったとお聞きします。今は整

備されて計画も完了されているということですが、上流からは常に土や石、流木などが流れて

きて、またそういったものは長い年月をかけて蓄積されていくと思います。将来的に対応が必

要なときが来たならば、やはり国へ要望、または連携を図っていただいて、対応していただけ

ればと思います。 

 ２つ目に、これも国主体の事業になるのですが、燃料タンクの増設についてお伺いします。

このたび畠敷救急内水排水機場の排水ポンプ、卸センターのところにあるポンプ場のことです

けれども、燃料タンクを増設されたと思います。近隣の方々や、また説明会のときに、30年災

のときにはポンプがガス欠を起こしてポンプが動かなかったために、内水が馬洗川に排水でき

ず、内水がたまってしまったというような意見が飛び交っていました。燃料タンクの増設をど

のようにされて、また、その見込まれる効果についてお伺いします。 

 （危機管理監 山田大平君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田危機管理監。 

            〔危機管理監 山田大平君 登壇〕 

○危機管理監（山田大平君） 畠敷救急内水排水機場の燃料タンクの増設でございます。これにつ

きましても、国のほうで整備をされたところです。この燃料タンクは、令和２年３月に増強が

完了しております。燃料タンクの容量を従来の約2,000リットルから約１万リットルと約５倍

に増強されたところです。これによりまして、排水ポンプ増強後のポンプ５基の24時間連続稼

働が可能となったと確認しております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 
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○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 先に３つ目の、これも国主体の事業ではありますが、排水ポンプの増強

についてお伺いします。先ほどの燃料タンクと同じ場所です。そのタンクの燃料を使うポンプ

になりますが、畠敷救急内水排水機場において３基あるポンプを５基に増強される計画でした。

連日晴天が続いていましたが、今朝から雨が降って、また週末か来週かには天気が崩れるとい

う予報になっていますが、ポンプは既に使える状況なのでしょうか。完了状況等、見込まれる

効果についてお伺いします。 

 （危機管理監 山田大平君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田危機管理監。 

            〔危機管理監 山田大平君 登壇〕 

○危機管理監（山田大平君） 排水ポンプの増設でございますが、令和４年10月に増強が完了して

おります。排水ポンプの配備体制は、３基から５基に増設されております。これによりまして

排水能力でございますが、毎秒３トンから５トンと従来の約1.7倍に向上しますので、先ほど

の燃料タンクの増強と併せてさらなる被害軽減が図れるものというふうに考えております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 先ほど24時間という時間がありましたけど、それは５基フル稼働した場

合の時間だと思います。なので、３基ずつ、２基ずつ使うとそれ以上長い間ポンプを回すこと

ができると思うんですけれども、もしそれでも燃料がなくなるといったときの対応、そういっ

たときのシミュレーションというのはされているのでしょうか。 

 （危機管理監 山田大平君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田危機管理監。 

            〔危機管理監 山田大平君 登壇〕 

○危機管理監（山田大平君） 燃料タンクにつきましては、先ほどのとおり５倍に増強されたとこ

ろでございます。ただ、それでもまだ追加の燃料が必要となるような場合におきまして、市内

の石油の業者と協定を結びまして、随時、供給をしていただくという形で協定を結んで、備え

ておるところでございます。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） １点ほど、もう一度御質問するんですが、馬洗川が氾濫までしないけど、

水位が上がると橋が渡れなくなることが多いと思います。そういった場合、橋が渡れない状態

でも燃料の供給ができるようなことは考えられているんでしょうか。 

 （危機管理監 山田大平君、挙手して発言を求める） 
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○議長（山村惠美子君） 山田危機管理監。 

            〔危機管理監 山田大平君 登壇〕 

○危機管理監（山田大平君） どこまで水位が上がったときに橋が渡れなくなるかというのは、そ

のときのそれぞれの状況に応じて異なってくるとは思います。新しい橋は非常に高く造ってご

ざいますし、そういったところが可能であれば、当然そういったことも活用していくことにな

ると思います。また、どうしてもということになりますと、橋を渡らないルートというのも考

えられますので、そういったことも、きちんとそのときの道路状況を把握した上で、適切なル

ートで燃料の供給をしていくという形になろうかと思います。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 該当エリアは、橋が封鎖されて渡れなくなるということは珍しいことで

はないので、前もってそういったことの対応の検討をしっかりしていただければと思います。 

 では、４つ目に支流改良についてお伺いします。県主体の事業になります。大谷川下流の堤

防を高くするために改良工事をされていました。ですが、今も上流に向けて工事は続いている

ようですが、そちらのほうの完了状況と効果についてお伺いします。 

 （建設部長 加藤伸司君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 加藤部長。 

            〔建設部長 加藤伸司君 登壇〕 

○建設部長（加藤伸司君） 広島県実施の馬洗川の支川であります大谷川下流の堤防のかさ上げに

つきましては、令和４年度末に完了と聞いております。これによりまして、大谷川下流部の床

上浸水被害を解消できるものと考えております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） この大谷川周辺の地域も、平成30年災のときには大谷川の水が氾濫して、

かなりの家屋が浸水しました。そのため、この大谷川の水位が上がったときには、先ほどお話

ししました畠敷救急内水排水機場に大谷川の水を送って、そこのポンプで馬洗川に吐き出す仕

組みを考えられたと思います。その水を送る設備については三次市が担当だったと思いますけ

れども、そちらの状況はいかがでしょうか。 

 （建設部長 加藤伸司君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 加藤部長。 

            〔建設部長 加藤伸司君 登壇〕 

○建設部長（加藤伸司君） 県の工事に関連し、市では大谷川へ流入する排水路の改良を行い、５

月に完成をしております。この工事は、大谷川の水位上昇により排水が困難となった際の対策

として、別系統でありますバイパス水路を整備したものでございます。この整備によりまして、
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大谷川の水位が上昇した際にも円滑な排水を行うことが可能となります。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 効果を期待しております。 

 それでは、５つ目に流域対策についてお伺いします。ここからは三次市主体の事業になりま

す。流域対策として、三次市では、市民ホールきりりの横に雨水貯留施設を設置されました。

第２貯留地の計画も示されており、当初の計画では、願万地地区において２万から３万立米の

水をためることができる貯留施設を設置というのが、当初の計画だったと思います。現在、キ

リリパークの貯水量は約7,000立米、１万立米にも満たない、当初の計画である２万から３万

立米とはかけ離れた数値ではあります。貯水量の変更、計画の変更、または実施期間の変更等

があったのでしょうか。状況と見込まれる効果についてお伺いします。 

 （建設部長 加藤伸司君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 加藤部長。 

            〔建設部長 加藤伸司君 登壇〕 

○建設部長（加藤伸司君） 市で実施しています貯留施設の整備として、豪雨の際に約２万7,000

立方メートルの雨水を一時的にためることができる施設整備を進めておりまして、昨年８月に

五龍川貯留施設、愛称キリリパークでございますが、完成したところでございます。引き続き、

約２万立方メートルの権現川貯留施設整備を進めております。この貯留施設での整備によりま

して、周辺の内水被害を軽減する効果が期待できるものと考えております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 第２貯留地のほうは、現在まだ完成はされてないと思います。現在の進

捗状況と完成時期についてお伺いします。 

 （建設部長 加藤伸司君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 加藤部長。 

            〔建設部長 加藤伸司君 登壇〕 

○建設部長（加藤伸司君） ２か所目の権現川貯留施設整備の今後の予定といいますか、現在、用

地の取得について用地交渉を進めているところでございます。おおむね地元地権者との調整は

ほぼ完了しているというような状況まで進んでおります。今後につきましては、工事にかなり

の日数を要することから、今後、早期の発注に向けて、６年度末、７年度の出水期には間に合

うよう準備を進めてまいりたいと考えております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 
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○２番（山田真一郎君） 遅くても７年度ということなんですけれども、第１貯留地のときにも何

度か御質問したと思いますが、この貯留地につきましても、水が入らないときの通常時の利用

方法、立地されるところというのは、今もまだ住宅が増えていて、八次からも十日市からも三

次からもアクセスしやすい、かなり便利のいい土地ではないかと思います。同じことを言うよ

うですけど、例えば蓋をかけて、その上の部分を多目的に利用するとか、そういった２次的利

用というか、入らないときの利用とかは考えておられますか。 

 （建設部長 加藤伸司君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 加藤部長。 

            〔建設部長 加藤伸司君 登壇〕 

○建設部長（加藤伸司君） ２か所目の権現川貯留施設の有効利用につきましては、本施設が主要

な幹線道路から離れていることや、五龍川貯留施設と比べ人目につきにくい立地でもあること

などから、三次市民ホールきりりの臨時駐車場としての利用を中心とした多目的利用を現在考

えているところでございます。今後、キリリパークの利用状況や市民の意見などを参考にしな

がら、平時におけます有効利用について、今後も引き続き検討していきたいというふうに考え

ております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 例えば今回、第２貯留地をつくるに当たって、１本いい道が通るだけで

も、周辺の状況というのはどんどん変わっていくのではないかと思いますので、ぜひとも前向

きに検討していただければと思います。 

 それでは、６番目に、排水路の改良についてお伺いします。恵木谷川があふれないようにと

いうことで、仕組みは違うんですけれども、大谷川と同様に恵木谷川の水を畠敷救急内水排水

機場へ送る水路を造るということでした。完成はされているとは思いますが、確認ですが、状

況と効果についてお伺いします。 

 （建設部長 加藤伸司君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 加藤部長。 

            〔建設部長 加藤伸司君 登壇〕 

○建設部長（加藤伸司君） 市で実施している恵木谷川の排水路の改良整備につきましては、昨年

７月に完成をしております。これによりまして、恵木谷川下流の排水樋門を閉じた場合でも、

恵木谷川の水を増強された畠敷救急内水排水機場を通じて馬洗川へ排水することができ、内水

被害を軽減する効果が期待できるものと考えております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 私も期待しております。 
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 では、最後になります。７番目に、土地利用規制についてお伺いします。区域内において、

新しく建物を建てる場合に、床面の高さを一定以上にする条例を三次市では整備されました。

こちらも確認になるのですが、ソフト対策事業としては、この土地利用規制をしたということ

で完成でよろしいのでしょうか。 

 （建設部長 加藤伸司君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 加藤部長。 

            〔建設部長 加藤伸司君 登壇〕 

○建設部長（加藤伸司君） 本地区、畠敷・願万地地区におきましては、今後も宅地開発等が見込

まれ、継続して内水浸水被害の軽減を図っていく取組が必要であります。内水対策事業のソフ

ト対策であります土地利用規制につきましては、令和３年３月に三次市住宅の浸水対策に関す

る土地利用条例を制定しております。条例によります効果を定量的に図ることは困難でありま

すが、条例施行以降、建築行為に係る届出につきましては、令和５年５月末時点で13件の受付

をしているところでございます。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） このたびの土地利用規制の議案が上がってきたときにも私は質問したん

ですが、新しくできる建物がどんどん高く土地を上げて建つと、既存している家や土地がだん

だん周りから見ると低くなってくるんではないかと。そうなってくると、水が低いところへ集

まるので、そういった家屋などが沈みやすくなるというか、危険になるんではないかというこ

とが心配でした。そういった方々への対策だと思うんですが、一定規模以上の開発行為につい

て、雨水流出抑制施設の設置が義務化されました。昨日、同僚議員より浄化槽の再利用につい

ては質問があったのですが、この雨水流出抑制施設にはタンクとか浸透ますとか、ほかのもの

もあると思います。そういったものを含めて、幾つぐらい設置がされているのでしょうか、お

伺いします。 

 （建設部長 加藤伸司君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 加藤部長。 

            〔建設部長 加藤伸司君 登壇〕 

○建設部長（加藤伸司君） 雨水流出抑制施設の整備につきましては、対象となる内容が、先ほど

議員がおっしゃいましたように、浄化槽を転用、雨水貯留タンク、いわゆる合併浄化槽、雨水

利用するということ。そして、２つ目として、雨水浸透ますを設置する。３つ目として、雨水

貯留タンクを設置するという３つの内容がございます。いずれにしましても、現在まで相談は

数件ございましたけども、補助制度を利用された実績についてはございません。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 
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○２番（山田真一郎君） 今後の対策については、昨日、同僚議員より質問がありましたので割愛

させていただきます。ということで、以上、国、県、市の７つの対策について質問させていた

だきました。今から出水期を迎えるに当たり、これだけの対策を完了していただいたことには

多くの方々が感謝しておられると思います。ですが、いまだに雨が降ると、やっぱり夜中でも

起きて音を確認したりとか、眠れない夜を過ごしている方がたくさんおられます。また、三次

市全体を見ますと、対応が必要なのにできてない地域がたくさんあると思います。急いで対策

が必要だと思います。本定例会の行政報告の中で、市長は、このたびの内水対策が完了した後

は、市民の命と暮らしを守る取組を続けていくとされました。暮らしといいますと、三次市に

おいて車が水没すると、ほとんどの方が仕事にも買物にも行けず、暮らしにかなりの影響が出

ると思います。床上浸水を対策したから、床下浸水については致し方がないとは考えておられ

ないのではないかと思いますが、このたびの内水対策は、該当地区の安全・安心を確保するこ

とが目標でした。しかし、これからのハードを含めた防災対策は、市民の生命と暮らし、暮ら

しというのは車や家屋を含めた市民の財産を守る取組と捉えてよろしいのでしょうか、お伺い

します。 

 （建設部長 加藤伸司君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 加藤部長。 

            〔建設部長 加藤伸司君 登壇〕 

○建設部長（加藤伸司君） これまで行ってまいりました内水対策事業は、あくまでも床上浸水を

解消するという目標の中で進めてきたものでございます。ハード整備を中心に行ってきており

ますけども、それ以上の床下浸水の対策等につきましては、ハード整備では事業費の増大等、

限界があるというふうに考えております。それも含めて、ソフト対策としての取組も含めて、

今後、流域治水の取組をもっと進めてまいりたいというふうに考えております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） ぜひとも床上と言いたいところなんですけれども、まだ第２貯留地のほ

うも完成していませんので、まずはそちらのほうを早期完成していただきたいと期待しまして、

次の質問へ移らせていただきます。 

 それでは、大項目２、三次市における学校環境について、中項目１、いじめ防止・不登校対

策についてお伺いします。先日、先輩議員の質問の中で、コロナの影響もあってか、ここ数年

で不登校児童生徒の数が1.5倍になるとありました。そのことを考える上で、三次市において、

コロナ前、コロナ禍、そして直近の欠席者数と遅刻者数が、遅刻数、欠席数でもいいんですけ

れども、どのように推移しているかお伺いします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 
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○教育長（迫田隆範君） 年間30日以上欠席をした児童生徒のうち、病気などの理由を除いた、い

わゆる不登校として判断をしている児童生徒数ということで申し上げます。コロナ前、平成29

年度は50名、平成30年度は60名、令和元年度が68名、コロナ禍となりました令和２年度は69名、

令和３年度は99名、令和４年度が106名でございます。遅刻者数に関わっては、教育委員会の

ほうから学校に報告を求めておりませんので、数字としては把握をしておりません。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 先ほど体調が悪いということで欠席するというのは含まれてないという

お話だったと思いますが、昨年まで学校において体調が悪いという理由で学校を休んだ場合、

欠席としてカウントされずにずっと来られたと思います。そういったカウントされなかった欠

席数は把握されているんでしょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） いわゆる体調不良というふうなもの、この令和２年度以降、コロナ禍に

なって以降は、例えばコロナの感染であったり、あるいは臨時休業であったり、あるいは濃厚

接触者として特定をされた場合、あるいは体調不良で何らかの調子が悪いというふうな場合は、

全て出席停止扱いというふうな形にしております。したがって、その数値につきまして、細か

い部分についての把握は教育委員会としてはしておりません。ただ、いわゆる病気など理由が

はっきりしているものについては、こちらのほうへ一定の日数があるものについては報告を上

げるということにしておりますので、その数で申し上げますと、いわゆる病気など、あるいは

経済的理由、文部科学省の一定の基準に照らし合わせますと、病気あるいは経済的理由、その

他という不登校とカウントする以外の数字につきましては、令和元年度は小・中学校児童生徒

合わせて41名、令和２年度が37名、令和３年度が41名、令和４年度が56名という数字は把握を

しております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 個別のことを言ってもいけないんですけれども、ある学校は、去年、お

ととしで、一番ひどいときは１学年で30人ぐらいが約１か月近く休むことが続くということが

あったと思います。そういった数字を入れると、この今言われた休みの数とはかなりかけ離れ

た数字が叩き出されるんではないかということが想像できるのですけれども、先ほど言われま

した不登校と位置づける基準、そういったものはどのようにされているのでしょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 
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            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 不登校のいわゆる定義ということになりますけれども、文部科学省にお

いて、何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登校しないあるい

はしたくともできない状況にあるために年間30日以上欠席した者のうち、病気や経済的な理由

による者を除いたものという定義になっております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 30日ということは１か月ですけど、例えば体調が悪いといって２週間休

んでも、それは不登校にカウントされないというケースがあるということでよろしいのでしょ

うか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 繰り返しになりますけども、コロナ拡大が出てきたという以降は、何よ

りも一人一人の安全・安心な環境づくり、そして学校にそういった感染に心配な状況がある場

合は登校しなくてもよいということがございましたので、そういう意味では、体調が優れない

という場合は、学校に来ずに家で静養するということで欠席ということにはしておりませんで

した。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） ぜひ、そこらあたりの把握というところ、人数的な把握というところも

しっかりしていかなければと思うんですが、そこへ時間をかけてもというところで、続きに行

かせていただこうと思います。 

 コロナ発生以降、欠席者や不登校数がかなり増加していると思います。原因について、どの

ようなものがあって、どのように分析されているかお伺いします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 不登校の児童生徒、一人一人、それぞれ本当にいろいろ要因、背景がご

ざいまして、原因を一くくりに述べるということはできませんけれども、先ほど申し上げまし

たように、コロナ禍の影響は原因の１つにあるというふうに捉えております。例えば新型コロ

ナウイルス感染症の拡大によっての臨時休業であったりとか、あるいは自宅で過ごす、そうい

った期間中などに、どうしてもゲームであるとか、あるいはインターネットに触れる機会とい

うふうなものも増えて、家の中で１人で楽しむということを優先させてしまうようなことにな
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ったというような例もございますし、生活環境がいろいろと日々変化をしている中で、一人一

人の生活習慣というふうなものが、基本的なものが崩れたりして、登校しにくくなるというよ

うなケースもございました。あるいは、学校生活においては様々な制約が続いてまいりました

ので、そういった中でなかなか登校意欲が持てないといったようなことで、無気力になってい

ったというようなケースもございました。一概に申し上げることは難しいですけれども、コロ

ナ禍が影響していて一定の増加というふうなものはあったと捉えております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 私の質問の仕方が悪かったのかもしれませんが、コロナによって増えた

原因ですよね。要は、どういうことが増えて、不登校欠席が増えているかということをどのよ

うに分析されているかという質問だったんですけれども、今、多様なことがあるということで

御回答いただきました。私も今言われたこととかぶるかもしれませんが、例えば自分が学校へ

行って、ほかの生徒、先生にコロナをうつしてしまうかもしれない、もしくは自分がうつして

しまうかもしれない。外出自粛がありましたので、そういったことのストレスから行けなくな

るとか、あとは今言われたことに多いですけれども、あとはタブレットの導入がかぶっていま

したので、そういった授業の変化についていける、いけないとかという不安感があったり、あ

とはやっぱり学校のほうも、学校に来いというよりは、体調が悪かったら家におってくれとい

う指導、親も同じような指導をしている中で、子供たちにとっては休ませてもらえる状況がで

きてしまったと。そのとき休んだときに、例えばタブレットで自宅学習をする、もしくは学校

の友達ともネット上で交流ができるといったことによって、学校へ行くことへの意義の創出、

そういったことが生まれているのではないかと思います。あと友達や教師との交流、または部

活動、行事で得られる達成感などがなくなって、学校を通じて得られる居場所の創出、たくさ

んのことが今言われています。そんな中で、もう一度聞きたいんですけれども、たくさんの理

由がある中で、三次市の地域性というのがあるので、これは当てはまる、当てはまらないとい

うのがあると思うんですけど、どういった理由のものが、三次市全体を見たときに比較的多い

というような、そういった分析というのはされているんでしょうか、お伺いします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 不登校につながった要因というふうなものは、先ほど申し上げましたよ

うに様々ありますし、１つに収れんするようなものではないかというふうにも把握をしており

ますけれども、一定程度、一人一人に関わって、こういったことが、やっぱりこの子について

は不登校の要因になったんではないかというようなものについては、それぞれの学校で判断を

して報告を受けています。その中で申し上げますと、例えば小学校にしても中学校にしても、

一番多いのは無気力、不安というのが数値としては一番多くございます。そして小学生でいえ
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ば、その次には生活リズムの乱れ、そしてその次が友人関係だったりとか、あるいは親子の関

わり方、家庭の状況、そういったものが要因としては順に多くなっております。中学生の場合

は、先ほど言いました無気力、不安の次には、やはり友人関係というのと、そしてその次に生

活リズムの乱れといったものが順位としては多い状況だというところは捉えております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 学校、現場の先生方は、各生徒に合わせた対応というのはしていかなけ

ればならないと思いますが、三次市全体を取りまとめている教育委員会としては、三次市全体

としてどういうことが起きているというデータ、統計を取っていただいて、今、三次ではこう

いう子が多いんだよという情報をぜひ学校のほうへ下ろしていく手法、そういったことを一つ

一つやっていくことによって、やっぱりこれが多いからこの対策を重点的にやろうということ

が考えていけるんではないかと思いますので、ぜひともそういったことも考えていただければ

と思います。 

 それと、実際の対策のところのお話をしようと思うんですけれども、現在は、昨年度、休み

がちだった生徒も、新学期ということで環境が変わって、また体育祭もあったりと、先ほどお

話にあったように去年までは休んでも欠席にならなかった、カウントしなかったケースも、今

年度からは病気で休んでも欠席という形でカウントされるようになったという変化もあって、

今現在、比較的にそういった休みがちだった子も学校へ行けている状況ではないかということ

を想像するのですが、例年やっぱり夏休み明けぐらいから子供たちの問題行動が増え、また欠

席や遅刻、早退なんかも増えてくるのではないかと思います。そう考えますと、まさにこの今

の対策が重要ではないかと思います。昨日の教育長の答弁の中でも、早い対応が大切とおっし

ゃっていました。対策については、先日、先輩議員のほうから質問がありましたので割愛をさ

せていただきますが、この増加傾向にある大切な今、例年どおりの対策ではなかなか増えてい

ることを抑えるというのは難しいんではないかと思います。コロナが５類になった今年度に追

加としてされた対策はありますか、お伺いします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 先ほどの議員のおっしゃったところに少し関わることで申し上げますと、

もちろん学校のほうから報告される情報に基づいて、毎月、定例校長会を開催しております。

その中では、生徒指導に関わるいろんな情報共有でありますとか、それに関わっての指導の方

策、工夫というふうなものは、一定程度時間を必ず取って、担当のほうから話をしております。

したがいまして、先ほど申し上げましたような一定の分析の状況についても必ず共有している

ということは御理解を頂きたいというふうに思います。その上で、これまでも他の議員の皆さ

んから御指摘いただきましたけれども、不登校がやはり大きな課題というふうに捉えておりま
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すし、その中で、今年度、特に教育支援ルームという適応指導教室を生涯学習センターに設置

いたしております。昨年度から改革を進めてまいりましたけども、今年度から特にＩＣＴによ

って、例えば学校からの授業配信をそこでも受けられるとか、あるいは県の教育委員会等が行

っているＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”（スクールエス）といって、オンラインでつながっていく、そう

いったところにも参加をしたり、あるいは行事がそういったところで行われるところへ紹介を

したら、最近ではそこへオンラインで参加をしてみようということで非常にすごく意欲的に参

加をしたといったようなケースも出ておりまして、そういう中で、少しずつでも居場所と、そ

して学びを継続する、あるいは学べる環境というふうなものに特に力を入れているところでご

ざいます。また、それぞれの学校のほうでも工夫しながら、校内の居場所というふうなことで、

別室を設ける学校も非常に今年度、特に増えておりまして、そういう工夫というふうなものを

また校長会なりあるいは担当の職員の研修等の中で積極的に紹介をしながら、やり方として工

夫できることというのをそれぞれしっかりやろうといったようなところは一体的に進めている

ところでございます。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 現場の先生方も非常に頑張られているとは思います。対策もしっかりや

られているようですが、現状はやはり増加傾向にあるということなので、しっかり取組をして

いただいて、これが現状維持、もしくは減少となることを期待しております。 

 では、次の項目へ行かせていただきます。中項目２、中学校部活動地域移行推進事業につい

てお伺いします。中学校部活動地域移行推進事業、これはその名が示すとおり、これからの中

学校の部活動を学校から地域に移行していく事業だと思います。先日の全員協議会で質問があ

りました、今後の部活動はどこが主体になるのかという質問に対して、学校なのか、地域なの

か、それともほかの何なのか、私には明確には分かりませんでした。三次市の今後の部活動は

どこが主体になっていくのでしょうか。それとも、どこということもなく、みんなでやろうと

か、そういう考えで進められているのでしょうか、お伺いします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 部活動に関わりましては、従前からお話をしておりますように、一人一

人の子供が自分のやりたいスポーツ、あるいは文化活動に継続して取り組む機会をしっかり確

保していく、そういう環境を整えると。併せて、学校における働き方改革を進めていく、そし

て学校教育の質を高める、それが狙いでございまして、まずは休日における部活動というふう

なところに焦点を当てて取組をしているというところでございますが、おっしゃっていただき

ました、地域か学校かということですけれども、今年３月に本市で設置をしております検討委

員会から提言書を提出いただきました。その中の一番最初に、地域で子供たちを育てることと
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いう基本的な考えに沿って、地域部活動移行の取組を進めることで、子供たちのスポーツ文化

活動の機会を確保し、支援することというふうに示されております。将来的に、平日も含めた

部活動完全移行というふうなことでいえば、主体は地域で進めていくことになろうかと思いま

す。ただ、地域といっても、三次市の場合は非常に地域性もあり、非常にいろんな状況がござ

いますので、そういう意味では、地域の中にＮＰＯ法人でありましたり、あるいは地域の組織

やクラブチーム、あるいは企業のほうなど、いろいろな運営団体となり得るような団体がこれ

からあるのかどうかというふうなことも含めて、十分に本当に検討していくことが必要ですし、

そこに学校が当面どう関わっていくのかというふうなことも、この過渡期においてはしっかり

協議していく必要があるというふうに考えますし、休日から平日へということになれば、当然、

学校もそのままお願いしますということにはならないというふうに考えております。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） はっきりした回答をありがとうございます。私もあの新聞記事から抜粋

したんですけど、今言われたことと一緒です。文科省のほうが、ブラックの職場のイメージが

定着して、職員の志望者が減っていると、そういったことを背景に、まず休日の部活動を民間

に委ねることを2020年に発表したと。それからさらに先ほどもおっしゃいましたが、体育系、

文化系を含めた全ての部活動を対象として、将来的に平日も移行していくということをはっき

りとうたっています。そんな中で、ここだけを見ると、学校が部活動の指導はもうしなくなる

というような聞こえ方をするんですけれども、しなくなるということでよろしいですかという

確認と、でしたらどのように関わっていこうと考えられていたのかというところをお伺いしま

す。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 現在、この部活動というふうなものは、学校、とりわけ中学校において

は教育課程外でありますけれども、生徒たちの自主的な活動というふうなところの中に教員が

献身的に関わっている。一方、そういう中での人間関係をつくりながら、日常的な生活や、あ

るいは学習のほうへつないでいくというふうな部分もございます。しかし、長い将来的なスパ

ンで考えますと、こういうやり方がやはり今問い直されているし、この在り方そのものを考え

ていかなければならないということで出てきているものというふうに理解をしておりますので、

学校としてというよりも、今後、例えば一人一人の教職員が主体的に自主的にできることをや

っていくということもありましょうし、その中で、一人一人のやりがいにつながるものであれ

ば、そこはまた十分把握をしながら、つないでいくということは必要かと思います。しかし、

学校からすぐ切り離すというふうなことが今できるかというと、なかなか難しい状況は先ほど

申し上げたとおりですので、引き続き、検討委員会等で協議を進めてまいりたいと考えます。 
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 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） でしたら、ここから問題点について質問しようと思ったんですが、指導

者、人材の確保が難しいという話はよく聞きます。事業を進めるに当たってどのような課題が

あるかという質問ですが、今大分言っていただいたので、ここは割愛させていただいて、保護

者の方々がよく心配されている話をするんですけれども、例えば民間、地域に移行した後、部

活動をしていると、子供たちもコーチも試合には勝ちたいという気持ちが強くなって、どうし

ても指導に熱が入り過ぎたりということはあると思います。そういったときに、厳しい指導と

いっても、いろいろ手段、手法があると思いますが、今指導されている先生やずっと長年やら

れているクラブチームのコーチなどは、ベテランなので慣れていらっしゃると思いますが、や

っぱり部活動の指導者による体罰やハラスメントの問題というのをニュース等で見ることがあ

ります。このような点をどういうふうに考えておられますか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 基本的なことで申し上げるしかございませんけれども、そもそも児童生

徒への体罰やハラスメントは誰であっても許されない。それは部活動云々よりも、人としてあ

ってはならないということが基本でございますので、そういったところは部活動であろうが、

違う場であろうが、決して許されるものではないというところは徹底して取り組むべきだとい

うふうに考えます。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 私、また言葉足らずでした。実際、地域移行をして、学校は指導者でな

くなるわけですから、現場との距離ができるというか、例えば今新しく募集をされている方と

いうのも、今までされてない方が急にされるということもあると思います。そういったことに

よって、先ほどのハラスメントの問題とかが起きてくるんではないかという話で、そういった

ことへの対策はどういうふうに考えられているかという御質問です。よろしくお願いします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 今でも、例えば外部の方に放課後来ていただいて指導していただく外部

指導者、あるいは部活動指導員といって、一定の引率もしていただけるような形で来ていただ

いている、学校外の一般の方も入っていただいています。必ずそういう中では、いわゆる部活

動の意義でありますとか、あるいは体罰やセクハラというふうなことも含めて、一定の児童生
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徒に関わる上での留意事項といったようなものは、確認を最初にやった上でスタートをしてい

ただいているということはございます。学校として関わるというふうなことができる範囲であ

れば、そういった取組というふうなものは当然に必要かというふうに考えます。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 私が心配なのは、今は学校の部活動という形なので、そういった入って

いただく方にちゃんとした指導というか、教育というか、講習を受けてもらうという仕組みが

あるのですが、学校の手から離れるのではないかと、離れると変わるんではないかというのが

非常に心配なところではありますので、ぜひともしっかり検討して進めていただければと思い

ます。 

 もう一つ課題なんですけど、例えば今もありますけど、地域移行をして、学校間を越えた合

同チームがつくられるということがあると思います。そうなると練習場が遠く離れたところに

あるという現状が生まれてくるんではないかと、そういった子が生まれるんではないかと。そ

のような場合、練習場まで生徒を、今はクラブチームなので、学校と離れているので、学校は

確かに関係ないといったら失礼なんですけど、学校のクラブとなると、学校からそこまで送迎

とかいうのは考えておられるのか。しかし、先ほど言った働き方改革の目線からいうと、先生

たちが送迎していると、せっかく減らした残業時間が増えてしまいますよね。だとしたら子供

たちが自分で移動するのか。でも距離があると、移動時間ばかりで練習がほとんどできないと

かいう現状が生まれるかもしれません。だとしたら保護者が送迎するのか。そうなると今度、

平日の授業が終わる時間帯に親が送迎するのは、これもなかなかできることではない。してお

られる保護者の方はいらっしゃいますけど、かなり厳しい現状だと思います。そういうことを

考えると、子供たちが自由に部活を選べなくなる現状が生まれるのではないかと思いますが、

その辺りをどのようにお考えでしょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 具体的に今おっしゃっていただきましたことは、まさにいろんな多様な

課題の中の１つにあるということは認識をしております。つまり、それぞれどういった形で部

活動の地域でやるスタイルをつくれるのか。そこへ向けて、いわゆる輸送であったり、移動で

あったりとか、あるいは経費的なこと、あるいはそれぞれの負担、役割分担、本当に複雑で多

様な課題なので、そこに絞ってなかなかお答えするのは正直難しゅうございます。したがいま

して、これまで検討委員会でいろんな課題、例えばそれは指導者の確保であるとか、あるいは

予算をどうしていくのか。そして、もし教員がそういったところへ関わるとすれば、どういう

形なら可能になるのかというふうなところの洗い出しを今していただいて、提言として、こう

いう方向で一応、当面、何がしかのモデル地域であるとか、あるいはやってみるというふうな
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ところへつないでもらいたいということで頂いておりますので、そういう課題を含めて、でき

るところで何が具体的に進められるのかというところを今模索して、スタートをしかけている

段階ですので、お答えについて具体的な話は、また少しお時間を頂きたいというふうに考えま

す。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 今の問題は、地域移行後の問題ということで質問させてもらいましたが、

現状で例えば野球部がないから隣のある学校へ通っている、それを送迎している親、もしくは

クラブチームに入って、それを送迎している親、遠くまで自転車をこいで行っている生徒、た

くさんいますので、ぜひ早めの課題として挙げていただいて検討していただければと思います。 

 もう一つ、最後に課題を言わせてください。私が特に心配なのは、例えばその中で事故やト

ラブルがあったときの対応は誰がするのか。今までの答弁を聞いていたら、やっぱり受けた地

域の方がせんといけんのかなと思いますけど、そういったところに学校は介入していくのか。

あと保険、そういった在り方も大切になってくると思います。文化系を含めて、学校所有の機

材を活用して活動されている部活は結構多いと思います。地域移行した後に、受益者負担とい

う理由で金銭的な家庭の負担が増える。要は、今まで学校のものを使っていたけど、使えなく

なって保護者負担になるとかということになると、またそれで部活が選べない子供たちが生ま

れるんではないかと。そう考えますと、行政として財政的な支援を含めた対策の充実が欠かせ

ないのではないかと思いますが、その辺りはいかがでしょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 今おっしゃっていただきましたことは、先ほどとも同じ共通になるんで

すけれども、まさに全体の制度設計をどうしていくのかというのが非常に大切な部分だという

ふうに考えております。多様な課題を洗い出した後に、それを１つずつクリアしていく方策と

いうふうなものを具体的に検討していく。それは確かに時間を幾らまでも置くというふうなこ

とはできませんけれども、今の状況では、国の方針も当初より変更されたというふうなことも

ございまして、予算的な裏づけというふうなものも十分見えないというふうなこともございま

す。したがいまして、本市としてできることは、繰り返しになりますけれども、提言書を基に

して、まずは何ができるのかということを具体的にモデル地域等を設けてやってみる。そして

今年度、県の実証事業ということで予算を認めていただきまして、部活動事業ということでし

ます。その中では総括コーディネーターを設置して、その中でいろんな工夫をこれから模索し

ていくということを進めてまいりますので、そういった中でまた具体的なものを対応、解決策

としてまた求めてまいりたいと考えます。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 
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○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 私も合同チーム等ができて、多様なクラブが選べるようになればと思っ

ておりますので、反対というわけでは決してございません。ただ、心配な点、問題点、課題を

一つ一つクリアしていただきながら進めていただければと思います。 

 それでは、大項目３、消えゆく街灯・防犯灯についてお伺いします。先日、２人の議員から

質問がありましたので、割愛しながら行かせていただこうと思いますが、まず街灯と防犯灯の

違いについて、行政では全く違った見方をされていると思いますので、御説明をお願いします。 

 （危機管理監 山田大平君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田危機管理監。 

            〔危機管理監 山田大平君 登壇〕 

○危機管理監（山田大平君） 街灯と防犯灯の違いについてでございます。街灯は、主に夜間の交

通の安全と円滑化のため、交通の多い市街地の幹線道路や交差点などに設置しているものでご

ざいます。道路上の通行者や障害物の有無などが確認できるように、車道側を向いております。

防犯灯ですが、夜間における市民の安全及び犯罪被害の未然防止、これを図るために設置して

いるものになります。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 防犯灯と街灯の電気代の負担というのはどのようになっていますか、お

伺いします。 

 （危機管理監 山田大平君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田危機管理監。 

            〔危機管理監 山田大平君 登壇〕 

○危機管理監（山田大平君） まず防犯灯でございます。防犯灯につきましては、地域のほうで負

担をしていただくということが原則となっております。街灯につきましては、全ての負担につ

きましては管理者であろうかと思いますけども、今、手元に全ての街灯につきまして電気代の

負担という資料を持ち合わせておりません。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 街路灯、街灯、確かに商店街がつけられていたら商店街と思ってたけど、

例えば大きな国道とか県道とかの場合は、公的なところで負担をされていると思います。その

中で、一例を言おうと思ったんですけど、時間がないので割愛をさせていただきまして、現状、

先日の話があって、防犯灯がどんどん消えているという現状があると思います。理由としては、

やっぱり電気代の高騰がかなり影響して消えていっているんではないかと思うんですが、ここ
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で提案です。本６月定例会において、６月補正予算、令和５年度新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金充当事業ということで、電力・ガス・食料品等価格高騰対応生活応援給

付事業というのがあります。今回は三次藩札を使ってやるということで、藩札に反対というわ

けではございません。ですが、電気代の高騰のために明かりを消している現状がある中、今後、

こういった交付金を防犯灯に活用するということを検討してみてはと思うのですが、いかがで

しょうか。 

 （危機管理監 山田大平君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田危機管理監。 

            〔危機管理監 山田大平君 登壇〕 

○危機管理監（山田大平君） 市のほうで電気代高騰が理由で防犯灯を消灯している事例というの

は、直接地域のほうから問合せ等もございませんので、現時点で確認はできておりません。あ

くまで先ほども申しましたけども、防犯灯というのは地域のほうで設置、そして維持管理をし

ていただくということが原則でございます。これまで市のほうでも、ＬＥＤ化につきましては

新設、それから交換につきまして補助させていただいております。こういったことを平成23年

度から引き続いてやってきておりますので、ＬＥＤ化ということで消費電力は減ってきており

ます。ということで、一定の電気代の縮減というのはこれまで図られてきておるというふうに

考えております。現時点では、この維持管理の原則に従っていきたいというふうに考えており

ます。 

 （２番 山田真一郎君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田議員。 

            〔２番 山田真一郎君 登壇〕 

○２番（山田真一郎君） 時間の都合上、急に締めてしまったんですけれども、やはり夜の明かり

を照らすという行為は、子供たちを守ってくれますし、女性も犯罪から守ってくれます。年寄

りも、よく見えるし、安全・安心につながっていくと思います。獣害の被害にも対策になると

思います。問合せをしたのですが、経済産業省からは、今回の支援金が防犯灯の電気代だけで

はなく、商店街の街路灯の支援にも充てることができるケースがあると回答を頂きました。ぜ

ひとも前向きな検討を期待いたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。御清聴あ

りがとうございました。 

○議長（山村惠美子君） この際、議場内の換気作業のため休憩いたします。再開は14時20分とい

たします。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

            ――休憩 午後 ２時１０分―― 

            ――再開 午後 ２時２０分―― 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（山村惠美子君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 順次質問を許します。 
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 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 清友会の重信好範でございます。議長のお許しを頂きましたので、通告に

従い一般質問をさせていただきます。執行部の皆さんにおかれましては、子供たちに夢を、若

者たちに未来を、高齢者の方々へ安心感がしっかり伝わる御答弁をよろしくお願い申し上げま

す。 

 質問に入る前に、去る５月５日、祭日、子供の日に、三和町大力谷地域において、第６回田

植体験が４年ぶりに開催され、市内外より多くの若者、子供が参加され、都市と農村との交流

となり得ました。子供たちが、大人たちが泥んこになり、一生懸命田植をする姿に元気を頂き

ました。このようなイベントは、中山間地域が元気になり得ますので、毎年開催してほしいと

思っております。秋には稲刈り体験が行われると聞いております。 

 それでは、一般質問に入ります。大項目１つ目の、市長の市政運営について質問に入ります。

市長が２期目出馬前に作成されましたマニフェストから、６番目のみんなの市役所づくりから

質問させていただきます。支え合い、認め合い、共に生きる共生社会をめざし、現場主義、情

報公開、部署を超えた連携によって、信頼される市役所づくりを進めます。職員一人一人の持

つ強みや能力を引き出し、結集することで、組織力を最大化いたします。市民全体にとって何

が最適なのかという観点により、最少の投資で最大の効果を上げることができる市役所づくり

を進めますと言っておられます。まず、市長のめざす共創の市役所づくりの項目から、市役所

のＤＸやデジタル化により効率化を進め、市民との対話の時間を生み出すとありますが、具体

的にお考えをお伺いします。 

 （情報政策監 東山裕徳君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 東山情報政策監。 

            〔情報政策監 東山裕徳君 登壇〕 

○情報政策監（東山裕徳君） 市民の皆様との共創を進めていくためには、市がしっかり市民の皆

様と対話をし、目線を合わせることが重要と考えています。その時間をつくり出すためには、

市の業務をより効率的なものにしていく必要があります。例えばオンラインで行える手続等の

拡充により、市民の皆様の利便性向上を図るとともに、窓口での受付が不要になるなど、また

国のデジタル田園都市国家構想において検討が進められております書かないワンストップ窓口

では、現在、窓口で書面により行われている手続をタブレット等により入力するものや、必要

事項を職員が入力しておくことで確認のサインを頂くだけとするなど、来庁された方の手間が

軽減されるとともに、職員の記載等の手間が省かれ、業務の効率化が図られます。本市では、

これまでも議事録作成の支援サービスや電子申請サービスなどを導入してきましたが、こうし

た業務効率化の取組を、費用対効果を検討しつつ、さらに拡大し進めていくとともに、市民の

皆様との意見交換会やイベントなどにおいて、オンラインによるリモート会議なども活用して

いくことで、対話の機会を増やし、市民の皆様との共創につなげていきたいと考えております。 
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 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 先ほど来、先日の同僚議員からもいろいろデジタルについての質問もあり

ました。今、御答弁の中で、市民の利便性をよく考えるということも答弁されました。デジタ

ル弱者をつくらないために、市民の皆さんがデジタル化の流れに取り残されることなく、デジ

タル化の恩恵を享受することをしてもらい、市民に不利益を生じない取組をしてもらいたいの

と、行政手続を多様化し、デジタルでもアナログでも市民サービス向上を図るべきと思います

が、お考えをお伺いします。 

 （情報政策監 東山裕徳君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 東山情報政策監。 

            〔情報政策監 東山裕徳君 登壇〕 

○情報政策監（東山裕徳君） 本市では、デジタル化の取組を進めるに当たり、高齢者向けスマホ

教室や相談会等を開催し、多くの方にデジタル技術の恩恵を受けていただくべく取組を行って

おります。こうした中ではありますけれども、やはり使うのが難しい方、そういった方に配慮

しつつ電子化も進めていきますけれども、いきなりそれを全て電子化にするということで、窓

口での記入等がすぐになくなるといったことはないように、優しいデジタル化に取り組んでま

いりたいと考えております。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 市民の皆さんから、先ほど言われたように、高齢者のスマホ教室、相談、

習った方に聞きますとやはり丁寧に教えてくださったと好評を受けております。次の同じく共

創の主役づくりから質問するんですけども、市の設置する委員会等に、若者、女性、外国の方、

障害のある方など、多様性を尊重した構成をめざすと言っておられますが、具体的にお考えを

お聞かせください。 

 （地域振興部長 矢野美由紀君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 矢野地域振興部長。 

            〔地域振興部長 矢野美由紀君 登壇〕 

○地域振興部長（矢野美由紀君） 本市は支え合い、認め合い、共に生きる共生社会をめざしてお

り、市の設置する委員会等では、多様な方々に参画いただき、多様な御意見、御提言を取り入

れていきたいと考えています。具体的には、多様性を尊重した構成をめざすため、関係団体へ

の呼びかけや委員の公募などを通じて、多様な人の参画を促進し、庁内で組織する男女共同参

画推進委員会の中でも、若者や女性、外国の方、障害のある方などを積極的に登用するように

し、市の委員会等の多様性を尊重した構成についても、現状も把握し、全庁的な意識の醸成を

図ってまいりたいと考えております。 
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 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 委員会の中に、女性、外国の方、障害の方を入れることは大変いいことだ

と思っています。ただ、外国の方は、言葉とかいろいろうまく話せない人も出てくると思うん

ですが、その点はどう考えておられますでしょうか。 

 （地域振興部長 矢野美由紀君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 矢野部長。 

            〔地域振興部長 矢野美由紀君 登壇〕 

○地域振興部長（矢野美由紀君） 日本語教室、そういった取組もございます。また、参加いただ

ける外国の方には、そういったこともまた配慮もしながら、参画いただける場合にはまたいろ

いろと検討してまいりたいと思います。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） ぜひともいろいろ考えてみていただきたいと思います。それで、障害者を

入れることは私もいいことだと思いまして、今年２月、全日本ろうあ連盟創立70周年記念をし

た映画「咲む」を鑑賞いたしました。同僚議員もたくさん見ておられると思いますが、主人公

は女性の瑞月さんを中心としたストーリーでございました。看護師資格を取得したものの、病

院への就職は聾唖者であることから次々断られ、失意の中、山村の役場で地域協力員に採用さ

れ、そして限界集落を活気づけたという実話でございました。このロケーションは、鳥取県の

中山間地でロケーションが撮られました。村長役には、鳥取県の平井知事も出演されておりま

した。この瑞月さんなんですが、聾唖者でありながら地域協力員になったがために、元気に生

き生きとした役に、このまちを何とかしようという女性、瑞月さんの映画だったんですが、障

害者さんも何か役をもらえれば、元気になって、自分のまちに役に立ちたいというストーリー

だったんですが、委員会の中に障害者の方を入れていく希望はないでしょうか。 

 （地域振興部長 矢野美由紀君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 矢野部長。 

            〔地域振興部長 矢野美由紀君 登壇〕 

○地域振興部長（矢野美由紀君） 先ほども申しましたとおり、各種委員会の中で、今後は若者や

女性、外国の方、当然、障害のある方等も積極的に登用するようにという考えが市の考えでご

ざいます。いろいろと委員会の特徴によっては参加いただきにくいものもあるかもしれません

が、できるだけ多くの方に、いろんな条件を持った方に参加を頂いて、幅広い御意見、御提言

を頂ければと思っております。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 
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            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 部長には、ぜひともこの映画を１回鑑賞していただきたいと思います。 

 そして次に、市民、職員の副業、兼業を進めることにより、労働力不足の解消や可処分所得

のアップ、新たなスキルを身につけることで、地域力の向上を図り、農業、部活指導員など、

公益性の高い人材バンクの設置をめざすと言っておられますが、具体的な考えをお聞きします。 

 （総務部長 細美 健君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 細美総務部長。 

            〔総務部長 細美 健君 登壇〕 

○総務部長（細美 健君） 地域におけます様々な公益的活動が、将来に向けて安定的に行われる

ためには、担い手の確保が必要であろうというふうに考えているところでございますけれども、

担い手といたしまして、報酬を得て行う副業により、市職員が、例えばですけどもＮＰＯ活動

でありますとか、様々な講師とか、あとクラブ活動のコーチなどで活躍するということが有効

な取組の１つになろうというふうに認識をしておりまして、そうした市職員が地域活動の中で

より報酬を得るという活動に従事しやすくなるように、副業の仕組み、これを今後、整備をし

ていきたいというふうに考えておるのがこの目標といいますか、この項目ということであると

いうふうに考えております。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 他の自治体では、副業が進んでいる自治体がございます。震災を機に職員

が変わったという神戸市、そして奈良県の生駒市が先進地だと私は思っております。特に生駒

市は、地域貢献活動を行う職員の営利企業等の副業の促進についてという運用規程を定めて、

市職員の地域活動への積極的な参加を促進させ、市民との参画や協働によるまちづくりをめざ

しておられます。市長が考えておられる職員の副業制度についての御見解並びに職員が積極的

に地域活動に参画することについての御見解をお尋ねします。 

 （総務部長 細美 健君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 細美部長。 

            〔総務部長 細美 健君 登壇〕 

○総務部長（細美 健君） 先ほども申しましたけれども、様々な地域の活動におきまして、担い

手、指導者の高齢化、あるいは不足、こうしたことによりまして活動の維持とか人材の育成が

困難になりつつあるというふうに認識をしております。こうした中で、市職員の副業や地域活

動への積極的な参加は、人材不足解消の１つの方法として、地域活動の維持、活性化に寄与す

るものというふうに考えておりますので、先ほども申しましたような副業の仕組みというもの

をつくりまして、報酬を得る活動へも市職員が関われるという仕組みをつくっていきたいとい

うふうに考えているところでございます。また、市職員が持つ能力を地域活動や公務外での場

面で生かしていくということは、職員にとりましても公務員としての視野の広がり、もしくは
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社会貢献、働きがいの実感、こうしたものにつながるというふうに考えておりますし、また逆

に、そうした地域活動での経験、これを公務の中で生かすこともできるのではないかというふ

うに考えておるところでございます。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 細美部長が今言われていることは、後ほど私が質問をして考えたところな

んですけども、順番があれなんですけども、ダブってもいいと思うんですけども、大手企業で

は「農業で副業」という見出しが先般の農業新聞に出ておりました。長野県と山形県では、大

手企業で働く社員が副業でボランティアをして農作業をする仕組みの実証が始まっております。

そして、企業が関わることで、生産者、働き手双方の不安を解消して、農業の働きを手助けし

ているという記事が先般出ておりました。本市の基幹産業は農業でございます。先ほど部長が

言われましたが、農業のことについても述べさせてもらうんですが、今、農業者の皆さんは人

手不足で大変困っておられます。他の市町についての副業を許可した事例は、先ほど奈良県生

駒市の例を言いましたけども、これは御提案なんですが、本市の職員が農業分野に副業できる

ようになると、農家の高齢者や規模縮小を考えていた方も維持継続され、農業分野に従事する

ことで農家や関係する方々と触れ合い交流ができ、行政運営にも生かされると思いますが、御

所見をお願いします。 

 （総務部長 細美 健君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 細美部長。 

            〔総務部長 細美 健君 登壇〕 

○総務部長（細美 健君） 兼業農家でありますとか、農業集落法人の一員として農作業に従事す

ることとは別に、全国的には先ほど御紹介がありましたような、地域の特産品の栽培などを中

心に農業分野での副業を認める事例というのが、確かに広がりつつある状況にございます。こ

れまで本市でも、先ほどございましたように営利企業従事許可、これによりまして農業集落法

人での業務を許可したケースはございます。今後は、冒頭に申しましたけれども、市職員の副

業に関する運用の基準というようなものを整備していく中で、農業分野につきましても副業と

して具体的な検討を行って、またその検討結果については職員に周知をしてまいりたいという

ふうに考えておりますし、また、こうした活動は、先ほども申しましたが、自分が持っている

スキル、これを地域の中で生かすとともに、逆に地域活動の中で得た経験、これを行政の中に

持って帰って、これをまた公務の中に生かすことができるというふうな形で、副業による地域

活動というのはそうしたところでもメリットがあるのではないかというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 
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○８番（重信好範君） メリットはたくさんあろうかと思いますが、その前に壁があると思うんで

す。営利目的の副業はしていけないという、地方公務員法第38条の中に、任命者の認可を得ず

して自ら営利企業を営む、または報酬を得てはいけない云々書いてあるんですが、その制約が

あることについてはどうお考えでしょうか。 

 （総務部長 細美 健君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 細美部長。 

            〔総務部長 細美 健君 登壇〕 

○総務部長（細美 健君） 議員がおっしゃいましたように、この副業の制度につきましては、先

ほど御紹介がありました、例えば神戸市ですとか生駒市でも、現在、先進事例といたしまして、

多少手探りの状態といいますか、トライ・アンド・エラーでやっておるというふうな形で承知

をしております。先ほどのように、様々な法律の規制の中で、我々はこの副業の制度につきま

しては、法律に抵触しない範囲、もう少し申し上げますと、例えば副業によって本務でありま

す公務のほうに影響が出ない、もしくは体調に影響が出ないというような法律の枠、そして現

実的な職員の健康管理とか、そうした枠をきちんと整理しながら、そして可能な副業として許

可する基準というものをつくりまして、今、これはできる、これはできないというような形で

示すことで、職員が法に抵触しない副業というものをきちんと認識できるように定める必要が

あるというふうに考えているところでございます。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 法に触れないところで頑張っていくということなんですけども、職員の皆

さんが地域社会で活躍することは、公務員として職員として経験が生かされ、地域貢献につな

がるとともに、各地域、自分自身のキャリア形成にもつながる効果がありますので、副業に対

してやりたい、従事したい職員の意向調査する考えはどのようにするのか、まして、先ほど生

駒市の例を出しましたが、先進地の事例を研究する考えがあるのかお伺いします。 

 （総務部長 細美 健君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 細美部長。 

            〔総務部長 細美 健君 登壇〕 

○総務部長（細美 健君） 今回のこの副業の制度構築に関わりましては、今後、先進事例の調査

はもちろんでございますけども、また職員の副業に対するニーズ把握はどのようなものが考え

られるのか、それぞれの地域性もございますので、先進事例の中から学び、そして現実的にこ

の三次市の副業として何が向いているのか、もしくはどういったニーズがあるのか、これを把

握し、先ほど申し上げましたような副業のルールをきちんと制定し、また、それを職員に示す

というふうな形で進めてまいりたいというふうに考えております。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 
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            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 私は今すぐこの副業をしてほしいとかいうわけではなく、時間をかけてで

も、いろいろニーズを調べていただいて、三次市役所らしい副業制度をやってもらいたいと思

っております。 

 この項目の最後に、将来のまちづくりについて質問に入ります。児童生徒のスポーツ、また

はクラブの指導者、消防団活動、ＮＰＯ活動などの様々な地域貢献活動がありますが、こうし

た活動に従事している職員はたくさんおられます。また、家事、育児、介護とダブルケアと両

立している職員もたくさんおられます。その中で、今以上に市職員が市民を巻き込んで、また

自治連合会と共に協力しながら、市職員が中心的役割になって、三次の将来のまちづくりに、

現状に満足することなく、市職員がリーダーシップを担っていただきたいと思いますが、将来

のまちづくりについて市長の御決意をお伺いします。 

 （市長 福岡誠志君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 福岡市長。 

            〔市長 福岡誠志君 登壇〕 

○市長（福岡誠志君） 新しい三次づくりを進めていくために、市の職員はもちろんでありますけ

れども、やっぱり市民の皆さんと一緒に取り組んでいくというのはごく自然なことかというふ

うに考えています。現在、令和６年度以降の中長期を見据えたまちづくり総合的な指針となる

第３次三次市総合計画の策定作業を進めていますけれども、職員が持っているいろんな技術や

能力を地域活動や公務外での場面で最大限生かしていくこと、あるいは市民の皆さん一人一人

がそれぞれの経験や技術をまちづくりに生かしていただくことで、新しい三次市づくりに取り

組んでいくという考えであります。そういった部分で、三次らしいということが出ましたけれ

ども、やっぱりそれぞれの地域でそういったニーズというのは異なってきますし、三次市のそ

ういった公益性で公共性の高い分野は何なのか。農業なのか、林業なのか、あるいは先ほどあ

りました人づくりの部分、例えばクラブ活動の人材なのか、そういった部分については、今後、

制度設計の中でしっかりと組み立てながら、また総合計画の中にも反映していきたいというふ

うに考えています。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 市長からありがとうございます。市民、自治連、市職員と、やはり三方よ

しで三次市まちづくりについて一生懸命やってもらわなければいけないんだろうと思います。 

 それで、第２項目の次の質問に入ります。新型コロナウイルス感染症の影響から市民生活と

中小企業を守ることについて、質問に入ります。政府は、新型コロナウイルスについて、去る

５月８日に感染症法上の５類に引き下げました。この措置により、市民の日常生活の影響は限

定的だという見方がある一方で、新型コロナの感染力が下がったわけではなく、現在行ってい

る保健医療などの対策を縮小すれば感染状況をさらに悪化させるおそれもあると専門家は指摘
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しています。市民生活や中小企業の営業への影響もかえって長引くことも予想されることから、

そうならないためにもどうすればよいか、何点か質問してまいります。新型コロナの影響で失

業や生活困窮に至った人のためのコロナ特例貸付、緊急小口資金・総合支援資金の申請受付は、

昨年の９月30日をもって終了いたしましたが、住民税非課税の場合は返済免除とはなりますが、

返済免除対象とならなかった市民の方々については、同様に生活が苦しい方が多くおられます。

まだまだ支援が必要だと思いますが、御所見をお伺いします。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 立花福祉保健部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 

○福祉保健部長（立花周治君） 緊急小口資金及び総合支援資金のコロナ特例給付金につきまして

は、社会福祉協議会を窓口として申請決定が行われ、議員御説明のとおり申請は令和４年９月

30日で終了しております。資金の借受けをされた方には、償還猶予期間を経て、令和５年１月、

今年の１月から返済が始まった方もいらっしゃいますが、住民税非課税の方は返済免除となり

ます。しかし、返済免除とならなかった借受人についても、生活に困窮している状況にあるこ

とが考えられるため、社会福祉協議会では、借受者を対象としたフォローアップを行い、生活

状況や収入状況の聞き取りを行いながら、支援の必要性や支援希望の有無を把握されておりま

す。御質問にありました、さらなる支援につきましては、支援を実施することは考えておりま

せんが、社会福祉協議会のフォローアップや生活サポートセンターの支援、それから今後、生

活保護などの制度の利用が必要であれば、生活や収入の状況を確認し、適切に対応を行ってま

いりたいと考えております。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 社協さんが窓口になっているということで、なかなかさらなる支援は難し

いとは思いますが、すぐ返済と言わずにやっぱりフォローしていただきたいと思っております。

先ほど部長が言われました、生活保護の話が出ました。全国的に生活保護受給者の申請者が増

えております。本市も人数的には増えているんだと思うんですが、新型コロナの影響と思われ

る件数並びにその実態把握はどのように分析されておられますでしょうか。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 立花部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 

○福祉保健部長（立花周治君） 新型コロナウイルスの影響と思われる生活保護受給者の相談、申

請の件数についてでございますが、令和３年度は相談件数157件に対しまして、コロナ影響に

よる相談が11件、そのうち生活保護の申請に至り決定となった世帯が３件でございます。 

 続いて、翌年の令和４年度につきましては、相談件数が190件ございまして、これに対し、

コロナの影響による相談が３件、そのうち生活保護の申請に至って決定となった世帯の件数は
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１件でございます。生活保護受給に至った世帯の生活等の把握は行っておりますけれども、相

談のみとなったものについては、その後の実態把握等は行っておりません。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） やはり今の相談件数も多いと思いました。成約が３件で、２年間で４件。

いろいろ生活保護のハードルも審査も厳しくはなっておると聞いておりますし、家族に見合っ

た受給の仕方があるんだろうと思います。 

 次の質問に入ります。中小企業並びに小規模事業者への影響について質問に入るんですが、

ここ数年長引くコロナ禍に加え、物価高騰、燃料高騰、過剰債務で、本市の経済を引っ張って

もらっています中小企業小規模事業者は非常に厳しい状況にあります。本市には現在、小規模

事業者の経営持続を支援する小規模事業者経営持続支援事業補助金が創設されていますが、本

市のできることの取組や担当課の考え方をお聞きします。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣産業振興部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 先ほど議員が言われましたように、コ

ロナ禍に加えて、今のエネルギーや物価高騰、そういった状況を受けまして、その対応という

ことで、当初、コロナの発生時にまず融資というところを市としていち早く取り組んできたわ

けでございます。新型コロナウイルスの感染拡大で影響を受けた企業の資金繰りを支えるため

に、令和２年度から国、県の融資制度が実施をされました。本市独自の支援策として、三次市

中小企業者金融支援補助金、こういった制度を創設して、県のコロナ関連融資の運転資金を借

り入れた中小企業者を対象に、信用保証料の全額と、借入れ当初から３年間の利子補給を補助

しております。この利子補給につきましては、今年度が３年目となります。その予算につきま

しては、市単独予算で2,734万3,000円を今年度計上しているところでございます。また、今現

在、物価高騰や燃料高騰などの影響の下でのコロナ融資の返済負担軽減、これを行うために、

国や県の制度としてコロナ借換保証制度が設けられております。これにつきましても、金融機

関とも連携をして対応しているところでございます。また、そのほか、先ほど議員も言われま

したけど、今年度から小規模事業者の生産性の向上でありますとか、事業の効率化に向けた設

備投資、そういったものに対して支援を行い、事業収益の向上につながるような取組をして支

援していきたいというふうに考えております。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） コロナ禍であっても、この三次市では会社の倒産もございませんでした。

大変安心しております。この今の補助金を利用して、20人以下の小規模事業者さんは申請が先
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ほど言われましたとおりできますので、広報にも載っておりました。ぜひとも三次市の経済を

引っ張ってもらっている中小企業が元気になってもらいたいと願っております。 

 そして、５類になって約１か月以上たちましたが、国は医療への財政支援を縮小する方針で

あります。本市で何がどう変わっていく予想をされるのか。コロナ感染は縮小したといえども、

若干、どこかでクラスターが出たり、コロナになったという人を最近聞きます。市民の皆さん

が希望すれば、以前のように無料でＰＣＲ検査が受けられて、安心して医療機関に臨めるよう

な体制を取ってもらいたいと思いますが、御所見をお伺いします。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 立花部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 

○福祉保健部長（立花周治君） 新型コロナウイルス感染症の感染症法上の区分が、２類相当から

５類に変更となったことで、新型コロナに感染した際の治療費が、全額公費負担から一部自己

負担が生じることとなることが一番大きな変更点であろうかと思います。また、一方、医療提

供体制について見てみますと、三次市においては、これまで一部の診療所を除いてはほぼ全て

の医療機関でコロナ診療に対応していただいておりますことから、診療体制には大きな変更は

ございません。また、ＰＣＲ検査については、５月７日をもって、広島県がみよしまちづくり

センター駐車場に設置されていたＰＣＲセンターも閉鎖されました。国の財政支援もないこと

から、市独自で無料ＰＣＲ検査を実施する予定はございませんが、今後は感染が気になる際は、

薬局で抗原検査キットを購入いただいて検査をされるか、また症状がある場合には、かかりつ

け医など医療機関で受診していただくということになります。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 一部公費負担ということで、今コロナが収まったわけでもございませんの

で、５類になったということで、今後どのようにコロナがまた再発、増えていくかの予想がさ

れますし、また分からんことをここで言ってもいけないので、一応、医療体制もきちっとして

いただきたいと思っております。 

 そして、大項目３つ目の、本市で発生いたしました高病原性鳥インフルエンザの対応につい

て質問に入ります。この質問は、３月議会の一般質問で同様の質問をさせていただきました。

当時はまだ埋却作業中であり、作業が全て完了しておりませんでした。当時の対応状況につい

ては、担当部長より、本市においても三次市家畜伝染病防疫対策本部を設置し、県の要請によ

り１月17日から２月２日まで延べ84人を発生農場へ派遣するなど、全庁体制で殺処分、消毒に

取り組んだという御答弁を頂きました。その後、４月18日の住民説明会を開催されるなど、住

民への不安解消に取り組まれておられます。説明会の資料より、３月30日には埋却溝及び周辺

施設の整備完了、４月５日には搬出制限区域、半径10キロメートルの解除、４月11日には移動

制限区域、半径３キロメートルの解除、そして全て措置が完了いたしました。作業に携わられ
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た全ての方に心より感謝申し上げます。特に83万5,000羽という大量の鶏の埋却作業に当たら

れた市内事業者の方へ心より敬意を表します。そして、埋却後については、市民の不安を取り

除くために、環境保全協定に基づいて行われるとは思われますが、具体的にどのように行われ

ているのかお伺いします。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 本年１月10日に、三和町の養鶏場で発

生が確認されました鳥インフルエンザの防疫措置完了後の対応につきましては、県の主催によ

り三和地区及び有原地区において地元住民への説明を行っております。環境保全協定に基づい

て行われます水質検査につきましては、現地調査等を行い、今回埋却しました埋却地周辺の水

が集まる場所を特定し、埋却地から河川に流れる谷水の水質検査地点として追加をしまして、

事業者が毎年、水質検査を実施することになります。また、この水質検査の結果については、

環境保全協定に基づき、定期的に行われます地元住民との公害防止に係る会議等で報告するこ

とになっております。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 水質検査は年２回ほど、県と江の川漁協さんがされるとお聞きしているん

ですけども、本市としての取組は県の指示待ちなんでしょうか、お伺いします。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 県の指示待ちということではなしに県

と連携をして取り組んでおりますし、この地元住民の説明会については支所等が中心になって

実施をしております。また、地元住民からの対応等についても、支所や市のほうが窓口となり、

県へつないで、また事業者につないでいく、そういったところも対応しております。関係機関、

連携をして取り組んでおります。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 市民の皆さんが不安に陥るのは、あそこへ83万5,000羽という鶏が埋却さ

れていて、当時の市民部長が二重に防水シートを敷くなど、汚水が漏えいしないよう慎重に作

業を進めていくということで、埋却後も引き続き農場と地域の連携をしていくということで御

答弁されております。今月24日までに、鶏はまず24万羽搬入されるとお聞きしております。従

業員は80人以上おられたんですが、外国人労働者もおられたということで、１年かけて元に戻
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すようなことになっています。地域になくてはならない企業ですし、雇用の場として市民の方

も期待されております。家畜伝染病における飼育衛生基準の認定項目の中には、埋却地の確保

が求められていますが、その中に地理的条件、土質条件を入れるよう、今後、国や県に要望し

ていくお考えはないでしょうか。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） まず、埋却地の選定に係る条件につき

ましては、家畜伝染病予防法施行規則、また農林水産省が通知した家畜伝染病予防法に基づく

焼却、埋却及び消毒の方法に関する留意事項で、埋却する場合は、人家、飲料水、河川、道路

に近接しない場所であって、日常、人または家畜が接近しない場所等の基準が定められており

ます。また、この埋却地の選定に当たっては、事前に県の関係部局と相談の上、その選定を実

施するということになっております。そうしたことから、現在、国、県への要望というものは

考えておりません。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 要望は考えてないということなんですけども、住民の方がよく言われるの

は、今はいいよと。だから、５年、10年たったときに、今埋却しているところが水害とかでず

れたりして、そこらをやっぱり心配しておられるんです。だから常に１年後、一年一年注視し

ていかなければならないんだと思います。地下水汚染防止のために、養鶏場内にその面積に見

合う沈殿槽の整備を国や県、そして農場に求めていくべきと思いますが、御所見をお願いしま

す。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 地下水の汚染防止につきましても、先

ほど申しましたように、家畜伝染病予防法でありますとか、農水省が通知した留意事項等で基

準が定められております。埋却溝内の水が漏えいしないように、遮水シートの敷設により対策

を実施されております。そして、埋却溝内に雨水が貯留した場合にも、外からバキュームで吸

い出し、農場内にある浄化槽で処理されるという対策を取っておられます。また、今回埋却に

伴いまして、新たな水路でありますとか沈砂池も整備されております。そうしたことから要望

のほうは考えておりません。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 
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○８番（重信好範君） 要望のほうは考えてないということなんですが、今回の鳥インフルエンザ

は、農場が悪いわけでもなく、地域住民の人が悪いわけではなく、渡り鳥のシーズンは終わっ

たんですけども、今期は26都道府県、1,771万羽に上りました。そのうち三次市では大変残念

ですけども83万羽が殺処分された。この渡り鳥が秋にはまた飛来してくるわけで、場長さんと

も話したんですが、いろいろ農水省も考えておられ、新たな発生時期に分割、区分を、マニュ

アル策定を定めて進めるなど、対応に取り組んでいくということも国も示していますし、農場

の場長さんも、今後いろいろ場内で考えていかなければならないということも言っておられま

した。この企業は本当に三和町を始め、他の地域でいろいろとイベントがあるごとに良好な関

係を本市と築いてこられています。約八十数名いられて、ベトナムの実習生もいたわけなんで

すが、ベトナムの実習生さんも今帰られて、今は全部がまだパートを含め10人ぐらいでやられ

ていると聞いております。一日でも早い復興を願っております。 

 そして、最後の質問に入ります。第４項目のひきこもり支援について質問に入ります。ひき

こもりという言葉は、私は好きではございませんが、社会に出始めになった1980年代から90年

代では、不登校からひきこもりが長く続く人が占めていましたが、現在では当時の若者がひき

こもりの長期化しているケースや、一旦就職したものの、コロナ禍での失業や退職がきっかけ

で引き籠もる方が増え、どの年齢層からでも実に多様なきっかけでなり得ることが分かってき

ました。全国で146万人と推計されているひきこもりの方々への支援の手が届きにくいことか

ら、地域福祉の課題とも言われ、併せて8050問題も社会問題になっています。今回はひきこも

りについて３点質問してまいります。ひきこもりの方がまず最初に相談する窓口は、全国にひ

きこもり地域支援センターが令和４年６月末で75か所あります。本県広島県では、広島ひきこ

もり相談支援センターが、西部、東部、中北部と３か所あります。本人からの相談、家族から

の相談、メール、訪問支援、ハローワークの動向、グループワークなどが行われておりますが、

まず本市でのひきこもりの相談件数の推移をお伺いします。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 立花部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 

○福祉保健部長（立花周治君） まず、ひきこもりの定義について少し触れさせていただきます。

ひきこもりの評価・支援に関するガイドラインによりますと、様々な要因の結果として社会的

参加を回避して、原則的には６か月以上にわたっておおむね家庭にとどまり続けている状態を

指すということでございます。 

 それでは、御質問の相談件数ですが、本市の保健師が対応した相談件数でございます。令和

２年度が28件、令和３年度が30件、令和４年度は５件でございました。これらの件数はひきこ

もりに限定した相談件数でございます。その他の相談を対応する中にも、ひきこもりが疑われ

るような複合化されているような状況もございます。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 
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            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 保健師さんとも話をして、デリケートな問題で、なかなか踏む込むことが

できない問題だということも言われておりました。件数的には28件、30件、５件と、また不登

校とは違う意味なんだろうと思うんですけども、心配する数字ではございます。ひきこもりは

特別な人がなるわけではなくて、きっかけがあれば誰でもなり得る社会現象であり、これまで

当事者の自由の意思による行動だと考えがちでしたが、その実態の多くが、追い込まれた結果

の行動が原因であると近年明らかになりましたと専門家の指摘もあります。国もやっとひきこ

もりの対策、初の手引書を作成しつつありますが、国の指示を待つのではなくて、県内市町で

はひきこもり支援ステーションがつくられておられます。県内のひきこもり支援ステーション

の設置状況ですが、昨年度は東広島市、尾道市、海田町が、本年度は庄原市、府中市、三原市

が設置される予定でございます。特に昨年度設置されました東広島市では、相談支援と生活支

援を一体化され、福祉の総合相談、ひがしひろしまＨＯＴけんステーション、ほっとけん、こ

れは広島弁なんですが、ＨＯＴけんステーションを設置されました。子供さんから高齢者まで

全世帯型の支援で、市民から多くの相談があるとお聞きしております。本市の設置状況はどう

考えておられるのか、支援体制並びにアウトリーチについて御所見をお伺いします。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 立花部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 

○福祉保健部長（立花周治君） 広島県内においても、ひきこもりステーションの設置や、ひきこ

もりサポート事業の取組をしている市町がございますが、本市ではひきこもりステーションの

設置はしておりません。現在、本市においては、保健師や障害者支援センターなどの相談窓口

で丁寧に相談を受け、関係部署間で情報共有を行い、必要な支援につなげる取組をしておりま

す。そしてアウトリーチ、すなわち訪問についてでございますが、将来的な関係構築のため、

本人の了承があるところは実施しておりますが、相談のほとんどが家族であったり関係機関か

らの相談であり、本人へのアプローチというのは慎重に行っているところでございます。ひき

こもりステーションでございますが、先進事例も研究しながら今後研究していきたいというふ

うに考えます。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 部長から、研究していくという御答弁を頂きました。先行事例として、神

奈川県大和市の例も出ております。治療から寄り添いへという優しいお言葉ですけど、誰一人

取り残さない目標の下、ひきこもりになった方にはそれぞれの背景があります。その複雑さや

顕在化しにくいゆえに、制度のはざまに取り残させてはいけません。ひきこもり支援から居場

所づくり並びに就労支援体制について、最後に御所見をお伺いします。 

 （福祉保健部長 立花周治君、挙手して発言を求める） 
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○議長（山村惠美子君） 立花部長。 

            〔福祉保健部長 立花周治君 登壇〕 

○福祉保健部長（立花周治君） ひきこもり状態にある方の実態調査は極めて困難でございます。

本人が居場所や就労支援について、どのような希望や支援を求めているかを把握することも困

難な状況でございます。家族や関係機関からの相談に対しまして、即座にひきこもり状態にあ

る本人へのアプローチをすることは、かえって逆効果ということもございます。まずは相談者

に寄り添い、継続的な支援を行いながら、御本人との関係構築を試みていきたい、今そういう

取組を行っております。御本人と話のできる関係性が築けた際には、その方が求める居場所が

どのようなものなのかを理解し、必要な居場所づくりに向けた支援、それから就労支援ができ

る方については、この就労支援についても考えていく必要があるというふうに思っております。 

 （８番 重信好範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 重信議員。 

            〔８番 重信好範君 登壇〕 

○８番（重信好範君） 部長が言われますように、引きこもりは当事者がつらいことはもちろんで

ございますが、家族もどう対応していいか分からないと悩んでいる方は多くおられます。適切

な対応が十人十色と違うことから、どうしてか分からないというお声もたくさん聞きます。対

応を間違えると、当事者を追い詰め、家族との関係を悪化させることも考えられますので、個

人情報の壁はありますが、課題認識を共有し、周知啓発の徹底を図り、アウトリーチ体制の強

化をしていただき、対策を今後考えていただきたいと思います。 

 これで私の一般質問を終わります。御清聴ありがとうございました。 

○議長（山村惠美子君） この際、議場内の換気作業のため休憩いたします。再開は15時30分とい

たします。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

            ――休憩 午後 ３時１９分―― 

            ――再開 午後 ３時３０分―― 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（山村惠美子君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 順次質問を許します。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 皆さん、お疲れさまです。本定例会一般質問、最後の質問者であります、

清友会の保実 治でございます。議長のお許しを頂きましたので、通告に従い質問をさせてい

ただきます。今回も市民の暮らしが一番をモットーに、大きく３点質問をさせていただきます。

将来ある子供たちの問題を中心に質問させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 まず、大きく１番目、不登校支援について、そして中項目、文部科学省が示す総合的な対策
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「ＣＯＣＯＬＯプラン」の対応はということで質問をさせていただきます。文科省の調査では、

2022年度、全国の不登校の小・中学生は過去最多の24万4,940人で、その内訳は小学生が８万

1,498人、前年比で１万8,148人増加をしております。また、中学生で16万3,442人、前年比で

３万665人増えておるというような状況でございます。また、広島県内では、年間30日以上登

校しない不登校の子供は、小・中学校で18年度は3,512人、2019年度が3,961人、2020年は

4,434人と増え続けており、昨年、2022年の11月現在で5,763人という数字が出ております。そ

うした現状に対応するため、文科省では、誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対

策として、総合的な対策ＣＯＣＯＬＯプランをまとめ、全国の教育委員会に実施を求めており

ます。このＣＯＣＯＬＯプランの主な内容ですが、大きく３つございます。 

 １点目は、不登校児童生徒の学びの場の確保。この内容は、後で質問しますけど、不登校特

例校を全国300校めざすと。そして教室以外でも勉強できる校内教育支援センターの校内への

設置。そして２つ目に、心の小さな変化を捉え、学校全体で支援をする。内容的には、学習用

端末などを使い、児童生徒の心の状態を把握、予防につなげる。保護者が１人で悩みを抱え込

まないよう、積極的な窓口への相談、紹介。そして３つ目が、学校の雰囲気を可視化して、安

心して学べる場所にする。内容的には、児童生徒へのアンケート等で、教員への相談のしやす

さなど、学校の雰囲気を評価、改善につなげると。この３本の柱で、全国の教育委員会に取り

組みやすいものから速やかに実行するよう求めておりますが、初日の藤岡議員と質問がダブる

場合があると思いますが、本市での不登校の実態と取組についてお伺いをいたします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 不登校児童生徒の対応ということについては、これまでもこの場でいろ

いろなお話をさせていただいておりますけれども、非常に重く受け止めておりますし、本市に

おいても昨年度、106名という数でございまして、取組については強化をしていく必要がある

というふうに思っております。おっしゃっていただきました文部科学省通知のＣＯＣＯＬＯプ

ランにつきましては、本市では今年４月10日に文科省からの通知を受けまして、全ての学校に

通知をして周知いたしました。また、校長会等でチームとしての取組というふうなことを改め

て指導したところでございます。通知の柱に沿って、少し概要を説明させていただきます。 

 まず、１つ目の柱、不登校の児童生徒全ての学びの場を確保するということにつきましては、

教育支援ルーム、適応指導教室を設置しておりますけれども、これの取組を強化していくとい

うことで、個々の状況に応じた居場所となるように、現在、ＩＣＴの活用も含めて取組を進め

ているところでございます。また、県の事業として、スペシャルサポートルーム、校内に特別

に居場所を設置するということで、これは塩町中学校と八次中学校に今年度は設置をいたしま

して、専任の教員がつきまして、学習支援、相談等に応じております。また、いわゆる校内の

スペシャルルームということで独自に工夫をするということで、職員体制を工夫しながら、校

内に別室を設けて、教室に入りにくい子供が安心して過ごせる、あるいは学べる居場所づくり
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というふうなのに取り組んでいる学校が、今のところ、本市では小学校21校中10校、中学校は

スペシャルサポートルームの先ほどの塩町と八次を合わせて全校、居場所ということで12校設

置をいたしております。 

 それから、２つ目の心の小さな変化を見逃さないといった柱に関わっていいますと、タブレ

ットを使って、子供からいつでも悩み事を書き込める、そういったシステムを取り入れている

学校というのがございまして、この取組を今それぞれほかの学校にも情報提供しながら広げて

いけるところからやっていくということを進めているところでございます。また、スクールカ

ウンセラーを県のほうから派遣していただいておりますけれども、これは全小・中学校で相談

体制が組めるように、定期的に巡回をしながら、教職員や関係機関も含めて、変化に気づいて

対応できる体制ということでつなげております。 

 そして、３つ目の学校の風土の見える化を通じて、学校をみんなが安心して学べる場所にす

るという柱に関わっては、先ほどの校長会もございますけれども、様々な教職員の研修の場が

ございます。あるいは校内の研修というふうなものも行っておりますが、そういったところで

繰り返し、問題行動等について、不登校も含めて速やかな共有と毅然とした対応をしていく、

即時共有と即時対応を行っていくということを全体で共有しながら進めております。今、市内

でもコミュニティースクールを導入していっておりますので、そういったところの活用なども

含めて、学校、家庭、地域のつながりの中で、誰一人取り残さないという学び、居場所づくり

に取り組んでいるという状況でございます。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 取り組めるところから取り組んでいくということで国のほうも示してお

りまして、その中で、今答弁いただきましたように、適応教室の強化とＩＣＴを使っての学び

とか、そしてＩＣＴを使っての児童・生徒へのアンケートというのも答弁されたんではないか

と思いますが、これは実施を１回ぐらいされたことなのかどうなのか、そして結果を今答弁で

きればしてみてください。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 日常的な悩みとかという書き込みに関わっては、やっている学校が小学

校なんですけれども、幾らか日常的な友達との関係であるとか、あるいは家庭の気になること、

心配なことというふうなのが上がっているというふうな状況が出てきていると、取り組んで以

降、そういったことは聞いておりますが、深刻な状況のところまでではないというふうなとこ

ろも併せて、一応いろいろな状況が上がってこれる状況にしているということがあるので、非

常に有効だということで、ほかの学校にも紹介しているということでございます。併せて、い

じめ等のアンケートも含めて、定期的に学校で行っているんですけど、これについてはＩＣＴ
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を全て使っているわけではなくて、紙媒体で一人一人の子供に持ち帰らせるなり、その場で記

入させるというふうなところもありますけれども、そういったところについては、気になるも

のは全て学校から教育委員会のほうへ報告を上げるということで徹底しているところでござい

ます。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） それと、県の事業でＳＳＲ、スペシャルサポートルーム、最初答弁され

ましたよね。塩町中学校はたしか令和３年に始まったと思うんです。そして現在、八次中学校

というふうに増えているというか、２校目になるわけですが、他の中学校ではこういうふうな

ＳＳＲを進めるという計画はあるんですか、ないですか、検討中ですか、どうでしょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 率直に申し上げまして、これは全校でできれば本当にそういった形の体

制をつくりたいというふうに考えますが、今のところは県の事業ということで配置をしていた

だいておるということでございますので、専任の教員を加配という、つまり通常の人数より１

人多く増やしていただいて、そこへ配置をしてもらっているという状況でございます。この本

市の状況を課題として、やっぱり取組を進めていきたいということで、強く要望もこれまでし

てきたところもありまして、今、１校増えましたけれども、これが全校にというふうなことは

なかなか難しいと思いますし、単市で教員を増やしてというふうなことはなかなか難しいので、

具体的には校内の体制を工夫しながら、場所を設置して、居場所として工夫して学びの場を提

供するといったようなところを今のところは続けていくというところで考えております。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 要するに先生が要ると、増やさなければいけないと。今日の新聞にも出

ておりましたけど、先生の成り手が少ないとか、採用しても１年間のうちに辞めてしまう先生

が多いという、こういう問題があることで増やすことができないという意味もあるわけですか。

お願いします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） これは県の事業ということですので、私どものほうで状況についてお答

えするものを持ち合わせておりませんけれども、学級数に応じた教職員の定数というのは決ま

っておりますので、今そういったところに加えて、状況に応じて、要望した中でつけていただ
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いているということでございます。ただ、単市でできないといいながらも、本市においては市

のほうで、市費でかなり学校支援員とか教育支援員、あるいは障害児介助指導員というふうな

ものを任用して、一人一人への手厚くきめ細やかな指導というふうなものにつなげるというふ

うな努力はしているというところも御理解いただければと思います。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） ぜひとも、取りこぼしのないようにできるだけお願いしたいと思います。 

 それでは、中項目２の校内教育支援センターの確保やフリースクールの連帯はというところ

で質問をさせていただきます。2017年施行の教育機会確保法で、特例校の整備が国や自治体の

努力義務となり、2019年、子供が登校を希望しなくても、フリースクールでの学習状況などを

基に、在籍校の校長の裁量で出席扱いにできるようになりました。三次市内の中学校において

は、塩町中学校が第１号として取り組んだと思いますが、市内の中学校の不登校の児童生徒を

支援する校内教育支援センター、またフリースクールとの連携は図られているのか、まずはお

伺いいたします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） いわゆる校内教育支援センターというのは、先ほど申し上げましたよう

に、校内の努力で別室を設けて、子供たちが安心して過ごせる場所を設置しているということ

でございます。中学校で申しますと、今は一応、全校にそういった場所を工夫して、そして対

応しているという状況はございます。いずれにしても、この教育機会確保法を基にして、学び

の場所を、それぞれに応じた場所を工夫しながら整備するということで申し上げますと、フリ

ースクールにも通っているというか、在籍をしている児童生徒がおります。これに関わっても、

フリースクールと日常的に学習状況とか生活状況を共有して、そして定期的に学校の在籍して

いる教職員と連絡会議等でつなげながら、子供たちの様子というふうなものも丁寧に共有しな

がら、連携をして、一人一人の学びの場というふうなものにつなげているということはしてお

ります。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 今、このフリースクールですけど、塩町中学校が最初にやったことなん

ですが、現在ほかの中学校で、校長がフリースクールを認めている学校というのは現在ありま

すか、どうでしょうか。あるとすれば、どちらでしょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 
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            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） フリースクールに関わっては、令和２年に民間施設における出席扱いの

ガイドラインというふうなものを教育委員会でも策定いたしまして、それぞれ学校にも周知を

し、そしてその一定の条件の中で出席扱いとできるというふうなところも含めて、確認をして

進めております。昨年度の例で申しますと、昨年度はフリースクールを利用している児童生徒

というのは、３つのフリースクールというか、３か所に５名利用をしたということで確認はし

ております。３か所でございます。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 学びの場ということで、フリースクールもこれも１つの手だと思います

ので、よろしくお願いしたいんですが、不登校の子供でどこからもサポートを受けていない子

供がいるのではないか。全国では約９万人、どこからもサポートを受けてないという子供がお

るらしいです。これはひきこもりの子供もそういう対象になっているんだろうと思いますが、

本市においても全くどこのサポートも受けていないような子供がいるんでしょうか、どうでし

ょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） これは基本的には、例えば直接、子供とつながらなくても、保護者と連

携をする、そして様子を確認する、これは必ずやっております。もちろん学校へなかなか本当

に足が向かないし、そしてフリースクールやスペシャルサポートルーム、そして教育支援セン

ターにもなかなかつながらないというふうな子供もおりますが、例えば保護者を通じて、学校

の様子を伝えるでありますとか、あるいは生活の状況について、そこを通じて確認をする、一

定の安全確認というふうなものもしておく必要がございますので、家庭訪問を通して様子だけ

聞かせていただくだけではなくて、姿を見て少し声をかけるというふうなことは必ずやってい

るところでございます。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 冒頭の質問で言いましたように、誰一人取り残されない学びの保障に向

けた不登校対策、これが前提ですので、そういう落ちこぼれといいますか、手が届かなくなっ

たりしないように、ぜひともお願いしておきたいと思います。 

 次に、中項目３の不登校特例校についてお伺いいたします。この不登校特例校は、市長の政

策集に、学校施設等を活用した（仮称）不登校特例校を設置しますとありますが、市長のイメ

ージとする不登校特例校とはどんなもので、いつまでに設置していくおつもりかお伺いいたし
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ます。 

 （市長 福岡誠志君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 福岡市長。 

            〔市長 福岡誠志君 登壇〕 

○市長（福岡誠志君） この不登校児童生徒については、全国的にも増えているというようなこと

は、先ほどありますように、本市も例外ではなく、その課題を捉えて本市としてどういうふう

なことができるかというところで、児童生徒を支援するための（仮称）不登校特例校の検討を

行うというところで、子供たちの状況に応じた選択肢を増やす取組を進めていくということで

あります。具体的な時期につきましては、教育委員会のほうで協議を進めていくということで

ありまして、先ほども答弁させていただきましたけども、現在のところ、教育総合会議におき

まして、教育委員の皆さんにも私の思いを伝え、そして教育委員の皆さんの意見も頂いたとい

う段階でございまして、今後、教育委員会の中で、いろいろ先進地を含めた視察等も含めて、

今後、三次の課題、三次の状況に合った不登校対策を進めていくといったようなところであり

ますので、こういったところで、どのような形が望ましいかを検討する中で、来年度以降、具

体的な取組というところに着手をしていくという予定であります。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 先ほど言いましたように、市長の政策集には、不登校特例校を設置しま

すときちっと言い切っておられますが、そして５月の市長の所信表明の中では、学校に通えな

い児童生徒を支援するため、（仮称）不登校特例校の検討を行うなどと言われましたので、ち

ょっとトーンダウンになったのかなと心配したようなところが私にはありました。私はぜひと

も、（仮称）不登校特例校を実現してもらいたい、そんな思いで今質問しているわけですが、

文科省は300を目標にして、４月現在、全国に小・中・高合わせて24校、特例校があるそうで

す。そして、今年５年６月現在での検討自治体から申請を文科省担当のほうへしている自治体

が、この目標の300以上の379自治体が、文科省のほうへ数字が入っています。何が言いたいか

というと、早く焦ってもらいたいというのも私の思いなんです。そして、最初に言いました全

国に24校ある、これは中国地方には１校もないんです。よその地域には全国的にあるんです。

中国ブロックはございません。そうした中で、当然、広島県内もゼロなんです。そうした中で、

中国地方で唯一、岡山県の美作市が手を挙げています。これは文科省の担当部から聞きました。

ですから、「三次市さん、もし市長がやる気になったなら早めにお願いします」というような、

余談でもお話を頂きましたけど、ぜひともこれは実現をしてもらいたいと私は思いますし、も

う一点、市長にお伺いしますが、不登校特例校のイメージとして、廃校なんかになった学校１

つを不登校特例校に思っておられるのか、もしくは各学校にある部屋、教室、空き部屋を使っ

ての各学校の分教的なものをつくろうとされているのか、またそこまで考えていないと言われ

るのか、どういうふうなイメージでおられるかお伺いいたします。 
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 （市長 福岡誠志君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 福岡市長。 

            〔市長 福岡誠志君 登壇〕 

○市長（福岡誠志君） この（仮称）不登校特例校の設置でありますけれども、現在イメージして

いるのは、決まったものというのはまだないということであります。イメージとして、例えば

使わなくなった学校施設を使うとか、公共施設を使うとか、そういったものはイメージしてい

ますけれども、まだそれで固まったものはないということであります。この（仮称）不登校特

例校については、トーンダウンしているんではないかといったような心配も先ほどありました

けれども、不登校特例校は特例校でのメリット、デメリットというのもありますし、やっぱり

そこら辺も調査研究する中で、三次に合った不登校児童生徒の対策につなげていくために、も

う少し幅広に検討、研究を進める中で、三次に合った不登校児童生徒の対応を検討していくと

いうことでございますので、決して後退をしているわけでもなく、意志が小さくなったわけで

もなく、そういうところですので、その点については御心配のないようにお願いしたいと思い

ます。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 後退しているんではないという市長からの答弁、ありがとうございます。

ぜひともお願いしたいんですが、もう一点、これは申請して許可をもらって、やるようになっ

て、準備をするのに約１年はかかるそうです。またこれは文科省の話です。そして、準備金は

確かに国の補助は交付金があるんです。ただ、今度それができてからの維持管理、運営等は全

て各自治体にお任せというふうな状況になっているらしいので、その辺もよく調べて検討して

前へ進めていただきたいと思います。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 不登校特例校に関わっては、５月８日の総合教育会議の場でも、市長か

らその思いというふうなものも教育委員を含めて聞き、そして、その中でいわゆる今の取組を

さらに充実させていくために、どういった工夫ができるのかということの調査研究を積極的に

速やかに行うということで確認をしたところでございますので、今おっしゃっていただきまし

たような、そういった在り方とか、あるいはその工夫の仕方というふうなことも含めて、教育

委員会のほうでしっかりと調査研究を進めてまいりたいということは予定をしております。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 教育長、よろしくお願いいたします。 
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 それでは、大きく２番目のいじめ対策の推進についてお伺いいたします。中項目のいじめ防

止に向けた本市の具体的な体制づくりはということで質問をさせてもらいますが、令和４年10

月に文科省が公表しました、令和３年度のいじめ認知件数は、約62万件と全国で過去最多とな

ったと。いじめによって生命、身体、心身または財産に重大な被害が生じた疑いがある重大事

件の件数は約700件と、過去最多に迫るなど、いじめ問題は深刻な状況にあります。本市での

いじめの問題はあるのか、あるとすればどのような対策で取組を行っているのか、まずはお伺

いいたします。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 本市においては、平成26年に三次市いじめ防止基本方針を策定して、取

組を総合的に推進しているところでございます。それぞれ各学校においても、学校のいじめ防

止基本方針を策定し、そして、各学校にはいじめ防止委員会という組織も設置をしておりまし

て、いわゆるいじめに関する問題というのを特定の教職員が抱え込むとかいうことがないよう

に、あるいは速やかに組織的に対応するということのために、様々な関係の職員だったり、あ

るいは関係機関の者を加えて、いじめ防止委員会も構成をして定期的に開催をしてきておりま

す。 

 実際に数値で申し上げますと、例えばいじめの認知というんですけれども、これはとにかく

今は積極的に、何か気になることはいじめというふうに捉えて、そして早く解決を図るという

ことで取組をしておりますが、令和４年度の数字で申しますと、小学校で30件、中学校で10件、

合計40件はいじめの認知をした数値として上がっております。全て解決ということでございま

すけれども、いつどこでこういったことが起きるか分からないという、そういった危機感を共

有しながら取組をしているということでございます。犯罪というふうなことに取り扱われるべ

きようないじめについては、もちろん警察署とも連携をしながら対応していくということで進

めているところでございます。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 令和４年が小学校30件、中学校10件と、40件と、全て解決をしたという

ふうな答弁でございましたが、私は今年の３月、ある中学校の２年生の子だったと思います。

廊下で泣きじゃくって、先生が僕の話を何も聞いてくれんと言って泣きじゃくっているという

のを、直接私が見たわけではないんですが、そこに居合わせた人が私に教えてくれたことがご

ざいました。先生も確かに朝から晩まで忙しいです。いろんな仕事があります。子供になかな

か向き合っての話というのも、今の現状、現場では難しい面が多々あるのではないかと私は思

うわけなんですが、そこで、中項目２番目の相談対応といじめ解消まで関与する取組をという

ところで、ここに移るんですが、これを直接、子供が相談できる部署を市長部局でやってない
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かなと思うわけなんです。ですから、教育委員会の学校のほうと市長部局のほうとのすみ分け

というふうな形になるわけですが、それというのも、こうした問題が全国でもかなりあって、

こういうふうな動きが、各自治体で市長部局が相談窓口をつくると。これが全国で約４割の自

治体が設置をしているということがあるそうです。何回も言うようになるんですが、教育委員

会や学校現場だけではもう限界がある部分が今後出てくるんではないかと心配するわけです。

今のように直接、子供が市長部局に連絡できる、手紙を出せるということがあれば、子供の選

択が広がって安心感も生まれてくるのではないかと。 

 １つの例としまして、寝屋川市に子どもたちをいじめから守るための条例を制定いたしまし

て、市長部局の監察課が、学校の調査やクラス替えなどの勧告ができる権限を定めております。

そして、教育委員会と監察課の役割を分担して、監察課の目的はいじめの即時停止、これを目

標、そして教育委員会は仲直りのフォローをするという役割を分担したことになっております。

そして寝屋川市に関しては、2019年から2021年のいじめの認知件数が524件、このうちの９割

近い453件は学校で把握をして、そして残る71件が監察課に寄せられた通報相談、そして全案

件調査して、勧告６件で全て終結をしておると。これは毎月、寝屋川市の場合、月に１回、チ

ラシを各学校に配っております。これは似たようなものなんですが、そしてこのチラシの半分

以下に文章を書いて、手紙を書いて、切手を貼らずに出せるような仕組みのものを現在やって

おるそうですが、市長部局のほうへこういう設置を考えられたらどうでしょうか。この少子高

齢化と言われる中で、いじめの件数も増えております。子供は国の宝です。私たちの将来を担

ってくれる子供たちなんです。そういうところもやはり考えて、市長部局でも窓口を設けたほ

うが私はいいんではないかと思うわけですが、いかがでしょうか。 

 （教育長 迫田隆範君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 迫田教育長。 

            〔教育長 迫田隆範君 登壇〕 

○教育長（迫田隆範君） 様々な取組の工夫はあるというふうなことも承知しておりますが、今、

寝屋川モデルも聞かせていただきました。本市では、独自にこども応援センターを教育委員会

事務局に設置しております。ここに相談員を配置して、スクールカウンセラーも週に２日勤務

をして、常に相談を受けることができるようにしている。これは学校以外で子供や保護者から

直接相談を受けることができるという体制を取っておりまして、こういった形で幅広く子供や

保護者、あるいは学校からもありますけれども、教育相談対応を行うというふうな形は、手前

勝手かもしれませんけど、他市町にはあまり例のない取組ということで進めているところでご

ざいます。もちろん、いじめだけではありませんけれども、様々な相談をいつでも受けられる

という形で、しかも直接的に学校とか、教育委員会にはありますけれども、少し離れた立場で

話を聞けるということで、昨年度で申しますと、300件のいわゆる不登校や生徒指導上の課題

というふうなことで相談も受けている状況もございます。やはり子供にとって身近な学校であ

りますとか、あるいは保護者、子供自身もそうですけども、そういったところから常に相談が

できるという体制は取っているということと、必要に応じて関係部局、あるいは関係機関、常
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に一緒にそこをつなぐという役割も持っておりますので、そういう取組をしっかりやっていく

中で、早く把握をして速やかに解決を図るという体制を今進めているところでございますので、

そういったところをしっかりやっていくと、教育委員会の責任としては考えております。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 私が心配するのは、現場の先生たちがあれだけ仕事に追われて、事務的

なことも多いし、そうした中で子供たちと相対して、直接、顔を合わせて話をするという時間

もなかなか難しくなっている。そういう面で、何とか子供たちの話、僕の話を聞いてという子

供たちの悲痛な声をちゃんと聞いてもらえる部署を考えていったほうがいいと私は思って、今

質問しておるわけなんですが、これは実を言うと、文科省も注目しているんです。教育長も知

っておられると思いますけど、文科省もこのやり方に対して、どういうふうな状況になってく

るかという、今後どういうふうな展開になっていくかいうのは、注目をするというふうなお話

を私も聞かせていただきました。ぜひとも前向きというか、現場の先生たち、子供たち、当事

者たちのことも考えて、大人だけの考えではなくして、子供に寄り添う、子供の心を大切にす

る、そんな思いも込めて検討してみていただきたいと思います。 

 それでは、大きく３番目の布野町二井殿地区の地滑り対策についてお伺いいたします。モニ

ター１番をお願いします。これは令和３年８月の災害であります。当時まだ８月に山がずれて

きて、これは空き家になっているんですが、家もずれて、今度はその家の隣に小屋があって、

これは写真に出ていないんですが、小屋も倒れておりました。そして、その下へ川が流れてお

ります。川が流れている下側は、田んぼへこの川の水を利用しておる家がかなりあります。そ

して、あこのブロックを積んであるところ、これは令和元年に三次市が災害で工事をしたとこ

ろです。 

 そして、モニター２をください。これが今言いました、下側に川があるんですが、ここに土

砂が入って水がせき止められて、応急処置を何とかしなくてはいけないということで、この川

の部分は三次市のほうで何とかならんのかというのが県の話で、当時、土木のほうで、これは

900のコルゲート管を設置しまして、この上に盛土をして今やっておるところです。 

 ３をお願いします。これがコルゲート管を設置したところです。そして、令和４年に県のほ

うへ問合せをしましたら、令和４年は調査及び測量設計をすると。そして令和５年度に工事の

実施予定と聞いておりましたが、事業費によっては国費事業となり、工期が１年遅れる可能性

があると県のほうから聞いておりますが、その後、どういうふうに市と県との話し合いになっ

たのかお伺いいたします。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣産業振興部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 令和３年８月に発生しました布野町上
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布野二井殿地区の地滑り災害につきましては、この地区が県の地滑り防止区域に指定されてい

ることから、県の北部農林水産事務所と対策について協議を進め、県営の地滑り対策として事

業を実施することとなりました。今年度、８月には工事発注を予定されておりまして、施工業

者が決定後、地元説明を行い、秋頃から工事に着手をされる予定となっております。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） 私は勉強不足で分からないので教えていただきたいんですが、これは県

営の事業としてやると言われましたけど、今、写真を出しておりましたブロックが崩れたとこ

ろ、あれとか川の関係、頭首工から堤外水路なんかについても、これは全て県のほうで見ても

らえるということでよろしいんでしょうか、お伺いします。 

 （産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 中廣部長。 

            〔産業振興部長（兼）農業委員会事務局長 中廣 晋君 登壇〕 

○産業振興部長（兼）農業委員会事務局長（中廣 晋君） 工事内容につきましては、地滑りを引

き起こす要因となった地下水を排除するための水抜きボーリング、そして地滑りを抑制するた

めのアンカーや、土砂の排土を行うものでございます。また、その他の工事として、護岸工、

帯止工等一式をやるように県のほうと確認しております。 

 （18番 保実 治君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 保実議員。 

            〔18番 保実 治君 登壇〕 

○１８番（保実 治君） ありがとうございます。地元の二井殿地区の皆さんは、これで安心され

たと思います。何も途中経過がないという不安等がありまして、私のところにも何回か問合せ

があったような状況です。今後とも、県との調整をしながら、ひとつよろしくお願いしたいと

思います。 

 これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（山村惠美子君） 以上で一般質問を終わります。 

 お諮りいたします。 

 明日から６月29日までの８日間、委員会審査等のため本会議を休会することにしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

            （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山村惠美子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、明日から６月29日までの８日間、委員会審査等のため本会議を休会することに決定

いたしました。 

 この際、御通知いたします。各委員長から、委員会審査日割表のとおり、委員会を開催する

旨、申出がありました。資料についてはタブレットフォルダ内に掲載しておりますので御確認
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ください。 

 三次市議会では、明後日からの常任委員会をケーブルテレビで中継いたします。明後日23日

金曜日は産業建設常任委員会、来週26日月曜日は総務常任委員会、27日火曜日は教育民生常任

委員会、そして28日水曜日及び29日木曜日は予算決算常任委員会の審査状況等を生中継いたし

ます。放送開始はいずれも10時を予定しております。皆様、どうか御覧いただきますようお願

いいたします。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。本日はこれにて散会いたします。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

            ――散会 午後 ４時１８分―― 
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